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共
同
参
画
状
況
明
ら
か
に

興
味
深
い
類
型
的
な
提
示
で

「
地
方
議
会
の
女
性

議
員
割
合
、
女
性
の
管
理
的
業
務
従

事
者

割
合
、
育
児
期
の
女
性
の
労
働
力

率
は
地
域

的
に
は

一
様
で

は
な
い

が
、
女

性
の

労
働
分
野
へ
の
進
出
は
地
方
圏
で

進
ん
で
い

る
寸

こ

の
ほ
ど

、
内
閣
府

が
ま
と

め
た
「
平

成
1
4年
版
男
女
共
同

参
画

白
書
」（

第
１
５
４

国
会
提
出
）
は

、
序

説
で

初
め
て

都
道
府
県
別

デ
ー
タ
に
よ
る

女
性
の

共

同
参
画
状
況

を
明
ら
か
に
し

、
参
画
の
状
況
を
類
型
的
に
示
し
た
興

味
深
い

も
の

と
な
っ
た

。

白
書
は

、
「
男
女
共
同

参

画

社

会

の

形

成

の

状

況

」

と

、
「
平
成
1
3
年
度
に

講
じ

た
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形

今
回
は
３

回
目

。
内
閣
府

、

関
係
府
省
で

執
筆

、
内
閣
府

で

整
理
・
編
集
し
た

。

序
説
で

は

、
女
性
の
参
画

る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
　

す
に
は
、
地
域
社
会
へ
の
女
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Ｏ
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計
画
策

定
率

セ フ 協 会○ ユ ニ総 会 でど も 特 別国 連 子

地方議会女性譲員割合

注:(1) 計画策定率は各都道府県内の市区町村の計画

策定割合

(２)地方議会女性割合は、市区町村議会の女性割

合資料出所：内閣府調べ

世
界
の

、
2
1億
人
に

の
ぽ

る
子
ど
も
（
1
8
歳
未

満
）
た

ち
の

健
康
、
教
育
、
環
境
問

題

等

に

つ

い
て

話

し

合

う

「
国

連
子
ど

も
特
別
総
会
」

が
、
５

月
８
日

か
ら
1
0日
ま

で

、
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク
国
連
本

部
で

開
か
れ
た
。
１
８
７

力

国

、
6
0
0
0

人

近

い

政

府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

、
子
ど
も
た
ち

が
参
加

。
日

本
か
ら
は

、
Ｎ

Ｇ
Ｏ

・
子

ど
も
代
表
を
含
む

4
5名
の

政
府
代
表
団
と
1
0団

体
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

３２

名
が
参
加
。

日

本
ユ

ニ

セ

フ

協

会

は
1
6

日

、
帰

国

報

告

会

を

行

っ

た

。報
告
者
は
、
外
務
省
人
権

人
道
課
長
・
泉
裕
泰
さ
ん

、

総
理
個
人
代
表
と
し
て

出
席

し
た

有
馬
真
喜
子
（
横
浜
市

両

立
支
援
、
環
境
整
備
が
必

要
と
し
て
い

る
。

地

方
議
会
に

お
け
る
女
性

議
員
の

割
合
を
見
る
と

、
都

は

、
東

京

、
神

奈

川

、
埼

玉

、
町

村

議

会

は

、
神

奈

川

、
大
阪
、
埼
玉
で

、
共
通

し
て
い

る
の

は

、
南
関
東
と

近
畿
で

比
率
が
高
い

こ
と

。

一
人

も
女
性
議
員
が
い
な
い

町

村
議
会
は
５

割
を
超
え
て

い
る

。
注
目
し

た
い

の

が
、

地
方
議
会
の

女
性
議
員
比
率

と
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策

定
率
。
女
性
議
員
の
割
合
が

高
い

と
こ
ろ

ほ
ど
、
男
女
共

同
参
画
計
画
の
策
定
率

が
高

く
、
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
で

、
女
性

議

員
の

比

率
は

高
く

な

い

が
、
地
方
自
治
体
の
女
性
職

員
の

採
用
や
審
議
会
の
女
性

委
員
の
登
用
で

は

、
高
い
偏

差
値
を
示
し
て

い
る
地
域

が

あ
り

、
こ

う
し
た
取
り

組
み

が
実
を
結
び

、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成

が
進
む
の
で

は
、
と
期
待
し
て

い
る

。

就
業
は

、
地
方
圏
で
女
性

の
労
働
力
率

、
専
門
・

技
術

的
職
業
の
割
合

が
高
い

。
福

井
、
山
形

、
富
山

が
高

く
、

女
性
協
会
理
事
長
）

さ
ん
、

政
府
代
表
団
顧

問
・
平

野
裕

二
（

Ａ
Ｒ
Ｃ

代

表
）

さ
ん
、

子
ど
も
代
表

、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

安

奈
良

、大
阪

、
兵
庫
が
低
い
。

女
性
の

管
理
職
は
、
地
方

公
共
団

体
、
民
間
企
業
と
も

伸

び
て
は
い

る
か
、
地
方
公

共
団
体
で

は

、
５
・
４
％

、

民
間
企
業
は
部
長
相
当
職
１

・
８
％

、
課
長
相
当
職
３
・

６
％
で

、
水
準
は
低
い
。

女
性
の
参
画
が
進
ま
な
い

背

景

と

し

て

、
必

要

な

知

識

、
経
験

、
判
断
力
な
ど

を

有
す
る
女
性

が
少
な
い

、
勤

続
年
数
が
短
い
な
ど

が
理
由

と
し
て

挙
げ
ら
れ
て

い
る

。

平
均

勤
続
年
数
は

、
８

・

９

年
。
東
北
、
北
陸
な
ど
は

1
0年
以
上

。
親
と
の
同
居
で

家

事
・
育
児
の
サ

ポ

ー
ト

が

あ
る
と

推
察
、
仕
事
と
子
育

て
の
両

立
支
援
の
環
境
作
り

が
重
要
と
し
て

い
る

。

女

性
に

対
す
る
暴
力
に
も

重

点
を
置
い
て

お
り

、
Ｄ

Ｖ

防
止

法
施
行
後

、
潜
在
化
し

て
い
た

暴
力
が

、
顕
在
化
し

て
い

る
こ

と
を
明
ら
か
に

。

し
か
し

、
同
法
の
内
容
ま
で

知
っ
て
い

る
人
は
5
6・
２
％

で

、
認

知

度

は
、
ま

だ

ま

だ
。
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●男女共同参画社会づくりに向けての全国会議●

エンダー

イ ア ス

いン

バ

一
つ萱
口

“科

よ

」
　「
Ｈ

ｔ
上
Ｖ

／

エ

イ

ズ
と

戦

え

」

な

ど

、
子

ど

も

た

ち

に

相

応

し

い

世

界

を

作

る

た

め
の
1
0
原

則

を

確

認

し

て

、

宣

言

と

し

た

。

圭

た

、
9
0
年

の

「

世
界

子

ど

も

サ

ミ

ッ

ト

」

後

の

、

各

国

、

国

際

レ

ベ
ル

の

進
歩

状

「
男
女
共
同
参
画
週
凹

（
６
鳳
（
一
日
～
2
9日
）
の

、

メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
「
男
女
共

同
参
画
社
会

づ
く
り
に
向
け

て
の
全
国
会

議
」
呈

催

・
男

女
共
同
参
画

推
進
本

部
、
内

閣
府
）

が
、
2
5日

、
東
京
厚

生

年

金

会

館
（

東

京
・
新

色

で
開
か

れ
た

。
日

本
経

済
活
性
化
の
鍵
と
い
わ
れ

る

科
学

技
術
に
ス

ポ

″
卜

を
あ

て

、
テ

ー
マ
は

「
科

学
の

進

歩
と

男
女
共
同
参
画

」
。井

村

裕
夫
（
総

合
科
学
技
術
会
議

議
員

、
前

京
都
大

学
長
）

さ

ん

の

基
調

講
演
「
2
1世

紀
の

科
学

技
術
と

男
女

共
同
参
画

～
女
性
の
チ

ャ
レ
ン

ジ
に

期

待

す
る
～

」
を
聞

き
、
シ
ン

に

、
５

歳
未
満
の

子
ど
も
の

死
亡

率
を
現
在
の
３

分
の
Ｉ

ま
で

引

き
下

げ
る
」
、
「
0
5

年
ま
で
に

、
初
等
、
中
等
教

育
で

の

男
女

格
差

を

解

消

し

、
1
5年
ま
で
に

教
育
に

お

け

る
男
女
の
平
等
を
達
成
す

る
」
、
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
感
染
し

た

乳
幼
児
の
割
合
を
1
0年
圭

ポ
ジ
ウ
ム
「
科
学
の

進
歩
と

男
女
共
同
参
画
」
で
は

、
科

学
技
術
分
野
に
女
性

が
少
な

い

原
因
、
参
画
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

な
ど
を

提
言
。

井
村
さ
ん
は

、
科
学
技
術

分

野
に

女

性

が

少

な
い

の

は
、
男
女
の
役
割

が
異
な
る

と
い

う
教
育

を
受
け
て

き
た

歴
史
的
な
背
景

が
あ
る
か

ら

と
い
う
。
政
府
は

、
科
学
技

術
基
本
計
画
の
最

重
要
分

野

と
し
て

、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
（

生
命
科
学
）

、
情
報
通

信

、
環
境
科

学
な

ど
を
掲
げ

て

お
り

、
こ
の
分
野
で

、
女

性

の

活

躍

が

期

待
で

き

る

が

、
研
究
の
場
に

居
続
け

る

た
め
に
は

、
男
性
の

意
識
改

ど
も
の
権
利

」
と
い
う
考
え

方

が

弱

め

ら

れ

た
。
②
で

も

、
米
国
と

バ
チ

カ
ン

を
中

心
と

す
る

勢
力
に

よ
っ
て

、

大
幅
に

後
退
し

た
。
リ
プ
ロ

・：
の
た
め
の

「
サ
ー
ビ
ス
」

と
い

う
文

言
を
め
ぐ
り

、
米

闥

が
中

絶
を
含
む
可
能
性

が

あ
る
と

強
硬
に
反
対
し

、
土

壇
場
ま
で
Ｅ
Ｕ

な
ど
推
進
派

の
国
々
と

激
し
い

対
立
が
続

革
、
仕
事
と
両
立
で

き
る
環

境
作
り
を
、
と
言
い
、

「
固

定
観
念
を
破
る
の
は

、
教

育

か
ら
」
と
話
し
た

。

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
も

、
女

性
が
科
学
技
術
分
野
を
敬
遠

す
る
の
は

、
教
育
が
影
響
し

て

い

る

こ

と

が
浮

き

彫

り

に
。
参
加
者
か
ら
も

、
理

科

教
育
の
あ
り
方
に
疑
問

を
投

げ

か
け

る
発

言

が

あ

っ
た

（
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中

村

桂

子

さ

ん
凵
Ｊ
Ｔ

生

命

誌

研
究
館
館
長
）

。
科
学
技

術

・
工
学
に
女
性
が
少
な
い
の

は

、
国
際
的
な
傾

向
で

「
社

会
全
体
が

、
男
性
の
意
識
の

中
で
勣
い
て
お
り

、
こ
こ
に

ジ

ェ
ン

ダ
ー
・

バ
イ
ア
ス

が

か
か

っ
て
い
る
か
ら
」
と

村

上
陽
一
郎
（
国
際

基
督
教
大

学
大
学
院
教
授
）

さ
ん

は
指

摘
す
る

。

内
永

ゆ
か
子

さ
ん
（
日

本

ア
イ

ー
ビ
ー
・
エ

ム
常
務
）

は

、
「
ア

イ

ー
ビ

ー
・
エ

ム

で

は
、
女
性

技
術

者

養
成
の

一
助
に
と
女
子
中

学
生
を
対

象
に

、
科
学

技
術

に

親
し

む

プ

ロ

グ
ラ

ム

、エ

キ

サ
イ

ト

ー
キ
ャ
ン

プ
を
世

界
2
1力
国

ど
も
た
ち

が
、
「
自
分
た
ち

の

問
題
は

、
自
分
た
ち
で

語

ろ

う
」
と

出
席
し

、
堂
々
と

意

見
を
述
べ
た
こ

と
。

も
う
ひ

と
つ

は

、
会
議
開

催

中

の
1
0日

、
日

本

政

府

が
、
1
8歳
未
満
の
子
ど
も
を

兵
士
に
し

な
い

よ
う
定
め
る

『
武
力

紛
争
に
お
け
る
児
童

の
関
与
に

関
す
る
選
択
議
定

書

』
、
児

童
買
春
・
ポ
ル

ノ

禁
止

を
各
国
に

義
務
付
け
る

に 尽 力 し た 「男 女 共 同 参 画 社 会 づ く り 功地域で男女共同参画
労者」が紹介された

で

実
施

。
物
理
、
数
学
に

親
し

み

、５
日

間
の

プ

ロ

グ
ラ

ム

の

最
後
に

は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

ま

で

作
る

。
こ
古
手
だ

と

思

っ
て
い

た

が
、楽

し
い

”
と

い

う
感
想
が
圧

倒
的
」
と
言

う
。仕

事
と

家

庭
の

両

立
で

は

、
「
6
0年

代
、
子

ど

も

が

い

な
が
ら
仕
事
を
す
る
の
は

罪

悪
と
い

う
風
潮
。
保
育
園

が
な
く
要
請
し

た
り
し

た

。

社
会
的
イ
ン
フ
ラ

の
大
切
さ

は
身
に
し

み
て
い

る
」
と
言

う
の
は

岡
崎
恒
子
さ
ん
（
藤

田

保
健
衛
生
大

総
合
医
科
学

研

究

所

教

授
）
。内

永

さ

ん

は
、
育
児
・
介
護
問
題
か
ら

同
社
で

実
施
し
て

い
る
在
宅

勤

務
－

Ｅ
ワ

ー

ク

に

つ

い

て

紹
介
。
処
遇
も
出
勤
と
ま

っ

た

く

同
じ

と

い

う
制

度

で

、
会
社
の
情
報
は

、
ホ

ー

ム
ワ

ー
ク
に
「
こ
れ
か
ら
は

働

く

環

境
は

変
わ

っ
て

く

る
」
と
。

よ
り
よ
い
男
女
共
同
参
画

の
た
め
の
提
案
と
し
て
は

、

村
上
さ
ん

が
、
「
こ
れ
ま
で

光
の
あ
た

っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
に
当
て

る
と
い

う
ス

タ
ン

ス
で

」
、岡
崎
さ
ん
も

「
女
性

も
フ
リ
ー
「

ン
ド
で
あ
る
こ

と
」
、内
永
さ
ん
は

「
男
性
の

作
っ
た
シ
ス
テ
ム
や
評

価
の

仕
方
が
不
透
明
だ

っ
た

。
透

明
性

、
評
価
の
仕
方

が
わ
か

る
よ
う
に
」
と
話
し
て
い
た

。

横

浜

市

議

会

は

、
６

月
2
5囗

、

本
会
議
場
の
日
の

丸
掲
揚
問
題
に
対

し

、
少
数
会
派
の

た
め
意
見
表
明
も

で

き
な
い
こ
と
に

怒
り

、
議
長
席

を

６

時
間
占
拠
し
た

２

人
の
女
性
市
議

を
除
名

処

分
に
し
た
（
６

月
2
0日
号

、

本
号
２

面
参
照
）
ど

れ
は
い

く

ら

何

で

も

乱

暴

だ
▼
私

も

、
こ

の
行
為
を
い
い
こ
と

と
は
言
わ
な
い

。
だ
が

、
選

挙
で

選
挙
民
か
ら
選

ば
れ
た

議
員
の
資
格
を
こ

う
簡

単
に

奪
っ
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
▼

2
5日
朝

、
横
浜
市
庁
の

あ
る

関
内
駅
で
降
り
る
と
大
き
な

音
が
鳴
り
響
い
て
い
る

。
右

翼
の
街
宣
車
だ

。
「
２

議
員

を
粛
々
と
除
名
せ
よ
」
と
叫

ん
で

い
る

。
市
役
所
内
の

議

会
大
口
前
は

、
衛
視
や

腕
章

を
つ
け
た
職
員
ら
し
き
大
で

い

っ
ぱ
い

。
2
0入
ほ
ど
の
市

民

が
、
入
場
す
る

議
員
た
ち

に

「
市
民
の
選
ん

だ
議
員
を

勝
手
に
除
名
し
な
い
で

く
だ

さ
い
」
と
呼

び
か
け
る
と

。

「

一
般
市
民
の
邪

魔
だ
、
出

て
行
き
な
さ
い
」
と
い

う
。

異
様
な
雰
囲

気
だ
▼

議
会
で

は

、
自

民

党

は

じ

め
、
民

主

、
公

明

党

な

ど

の

賛

成

で

、
簡

単
に
除

名
が
決
ま

っ

た

。
国

会
で
は

、
有
罪

が
決

ま
り
刑

務
所
に
い
て

も
辞
め

な
い
元

参
議
も
い

た
。
乱
闘

国

会
も

何
度
も
見
て
い

る
。

で

も
除
名
は
な
い
▼

処
分
の

重

さ
は

、
２

人
が
日
の

丸
に

反

対

し

た

か

ら
で

は

な

い

か

。
ほ
か
の

理
由
で

、
男
議

員
同
士
の

乱
闘
だ
っ
た
ら
。

「
戒
告
」
く
ら
い
で

済
ん
だ

の
で
は

な
い

だ
ろ
う
か

。
多

数
派

が
や
る
う
と

思
え
ば
簡

単
に

議
員
資
格
も
抹
殺
で

き

る

。
恐
ろ
し
い
▼

横
浜
市
議

会
は
、
そ
の

翌
日
の
2
6日
「
日

の

丸
掲
揚
の
決
定
」
の
撤
回

を
求
め
る
市
民
の
請
願
を
不

採
択
に
し

た
。
こ

れ
は
ほ
と

ん
ど
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。

日本の女性学・フェミニズムに関する初めての事典

特　 色

●1970 年 代以 降の第二波フェ

ミニズ ムを中 心に，女性 行

政 ．女性 史，また女性の 心

や身体の問 題等に関 する 項

目を広く 収録し ていま す.

●「女性学｣ 「フ・ミ ニズム｣

｢ジェンダー｣｢ セクシュア

リ ティJF 女性行政｣｢“慰安

婦'問題｣ など20 のキーワー

ドを厳 選し ．詳述し まし た ．

大きな見出し で，すぐ に見

つ かりま す．こ れら を通読

すれば ，日 本の女性 学と フ

ェミニ ズムを概観でき ます.

● １８０人余の第一線の専門家

が結集 ．総 項目 数約８５０.

どの項目も 最新の研 究や運

動の成果に 基づき ，分かり

やすく解 説し ていま す．

〈編集〉
井上 輝子 ・上野千鶴子 ・江原由美子 ・大沢 真理・加納実紀代

日本の女性学・フェミニズムを初めて事典として集成. 1970年代のウー

マン・リブ以来，女性解放をめざす運動も思想・研究も多様な発展を遂

げてきた．その蓄積を中心に，国や自治体の女性行政，近現代の女性史，

また，心や身体の問題にも重点を置き，女性の問題にかかわる広範な分

野の項目を収録.　4-00-080203-8 Ｂ６判･上製函入･５６０頁 本 体4600 円

〈内容案内進呈〉

つ
く
っ
て

、
た
べ
て
、
し

ら
べ
よ
う

自

然

や

文

化

の

綜

合

学

習

シ

リ

ー

ズ

靡
が
育
む

文
化
と
感
性日本土壌肥 料学会編　農業の基盤＝土の多様で複雑な働きを絵 本仕立ての

わかりやすさで解説｡ 触れて遊んで楽しみながら学習できる。
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価
格
は
税
込

１ １
Ｊ
１ １
１ １
１

１。‐１１

ｈ

ｌ
・

１１
・

―
　

成

の

促

進

に

関

す
る

施

策

」

性

の

参

画

が

大

切

だ

が

、
多

ｉ

’‐ ｌ

ｍ

．
‐
|‐
‐

卩

銘

割

パ

離

乱

幻

影

言

」

男女共同参画計画の策定状況と
地方議会における女性議員割合

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｑｏ

り

本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

ニ
ュ
ー
ス
ぐ
り
つ
ぷ

・

鈴
木

議
員

逮
捕

恵

示
地
検
は
1
9日

、
鈴
木

宗
男
衆
議
を
逮

捕
。
あ
っ
せ

ん
収
賄
の
容
疑
で

。
辞
職

勧

告

も

可

決

さ

れ

た

が
（
2
4

日
）
拒
否

。

・

田
中

真
紀
子

議
員
に
２

年
間
の

党
員
資
格
停
止

秘
書
給
与
流
用

疑
惑
な
ど

で

、
自
民
党

が
下
し
た

。

・

道
路
公
団

民
営
化
推
進

委
に

猪
瀬
氏
起
用

ふ
泉

首
相
は
2
1日

、
日

本

道

路
公
団
の
民

営
化
の

あ
り

方

を
問
う
委
員
会
の

委
員
７

人
を
決
め
た
。
自
民
党
道
路

族
に
反
対
論
の
強
い
作
家
、

猪
瀬
直
樹
氏
も
就
任
。

・

岡
山
県
新
見
市
長
・
市

議
選
で
初
の
電
子
投
票
（
2
3

日

）
。
・

有
事
立
法
許
さ
ん

’・

2
3日

、
沖
縄
県
糸
満
市
で

の

沖
縄
慰
霊
の
日
の
追
悼
式

で

、
う
ち
わ
を
掲
げ
た
参
列

者
が
小
泉
首
相
に
抗
議

。

・

路
上
喫
煙
に
罰
金

恵

只
都
千
代
田
区
で

条
例

成

立
励

日

）
。
ポ
イ

捨

て

も

禁
止
。
最
高
２

万
円
の
罰
金

。

H I V

エイズ

対

策

を

重

視

に

谿

谷

－

－
－
－
－
－
－
‐‐‐‐‐‐‐
‐
‐‐‐‐‐－

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
児

童
の

売
春
、
児
童
の
買

ワ

バ

ヨ

れ

卜

≒

三

権

利

か

後

退

翁

に

汗

川

約

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク
』

さ

ん

成
果
は
あ
っ
た
も
の
の

、
発

Ｅ

ｌ

ｔ
ｍ

聊

ふ

一一
ｌ

後

丶
　

る

議
定

書
』
に

署
名
し

た
こ

ら

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

展
途
上
国
を
中
心
に

多
く
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
で

、
泉
さ
ん
が
報
告
。

成
果
文
書
は

、
米
国
な
ど
　

課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
　
　

平
野
さ
ん
に
よ

る
と
、
成
　

い
た

、
と
言
う
。
　
　
　
　
　
　

有
馬

さ
ん
は

、
「
署
名
し

と
欧
州

諸
国

が
対
立
し
て

圭
　

を
指
摘
し
た

。
　
　
　
　
　
　

果
文
書
案
作
成
過
程
で

の
争
　
　

大

幅
な
後
退
に

、
有
馬

さ
　
た

議
定
書
の
早
期
批
准
を

。

と
ま
ら

ず
、
や

っ
と

最
終
日
　
　

そ
の
上
で

、
今

後
の
行

動
　

点
は

、
①
子
ど
も
の
権
利
条
　

ん
も
「
女

性
た
ち
が
長
年

努
　
国

内
法

と
の
整
合
性
の
問
題

の
2
3時
5
9分

に

採

択

さ

れ
　

計
画
と
し
て

、
４
つ
の

柱
①
　

約
の
位
置
づ
け
②
リ
プ
ロ

ダ
　
カ

し

獲

得
し

て

き

た

も

の
　

が
あ
り

、
ど
の

省
庁
で

、
子

だ

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
的
な
生
活
の

促
進
②
質
　

ク
テ

ィ
ブ
ヘ
ル
ス
（

性
と
生
　

が
、
一
気
に
後
退
さ
せ
ら
れ
　

ど
も
の

問
題
を
総
合
的
に
扱

『
子

ど
も
に
ふ

さ
わ
し
い
　

の

高

い

教

育

の

提

供
③
虐
　

殖
に
か
か
お
る
健
康
』
。
①
　

た
」
と

、

痼

人
的
に

”
怒
　

う
の
か

不
明
瞭
。
明
確
化
す

世
界
』
と
題
し

た
成
果
文
書
　

待

、
搾
取

、
暴
力
か

ら
の

保
　
で

は

、
米
国

が
、
「
権
利
」
　

り

を
表
明

。
　
　
　
　
　
　
　

る
よ

う
政
府
に

働
き
か
け
る

は

、
「
子
ど

も
た
ち
を
最
優
　

護
④
Ｈ
Ｉ
ｖ

／
エ
イ

ズ
と

の
　

と
い
う
言
葉
を
入
れ
る
こ
と
　
　

今
回
の

特
別
総
会
で

意

義
　

運
動
が
必
要
」
と
今
後
の
課

先
せ
よ

」
　「

貧
困
を
撲
滅
せ
　

闘
い

、
を
た
で
「
1
5
年
ま
で
　

に
抵
抗

。
そ
の
結
果

、
「
子
　

深
か

っ
た

の
は

、
各
国
の
子
　

題

を
提
起
し
た
。
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ジ

∫

ン
ダ

ー

ブ

リ

ー

0
〃
メ

カ

ー

・r
を
踏

む

"
人

び

ど

「男
女
共
同
参
画
週
間
」(6
月
23
日
～
29
日
)が
終
わ
っ
た
ば
か
り
。さ
ま
ざ
ま
な
関
連
の
催
し
も
行
わ
れ
た
。政
冶
や
暮
ら
し
の
不
安
は
多
い
が
、女
陛
の
問
題
だ
け

は
前
進
し
て
い
る
と
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
近
頃
、
男
女
共
同
参
画
の
問
題
に
つ
い
て

「行
き
過
ぎ
」
と
非
難
す
る
向
き
が
目
立

ち
始
め
た
。
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
、
男
女
役
割
分
担
の
見
直
し
と
い
っ
た
、
長
年
女
性
が
言
い
続
け
、
も
う
決
着
が
つ
い
て
い
る
よ
う
な
こ
と
に
も
男
女
の
区
別
は

大
切
と
い
う
。
行
き
過
き
の
非
難
は
、

「家
族
」

「家
庭
」

「伝
統
、
文
化
」
と
い
っ
た
そ
れ
自
体
は
良
い
、
美
し
い
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、
あ
れ
、
と
迷
っ

て
し
ま
い
そ
う
だ
。

"ジ
ェ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
の
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
踏
む
"
人
々
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
ま
で
家
庭
家
族
を
崩
壊
さ
せ
る
と
い
う
。
こ
の
逆
行

の
動
き
は
、
女
性
が
力
を
つ
け
て
い
る
こ
と
へ
の
"恐
れ
"だ
ろ
う
。
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
す
の
に

"行
き
過
ぎ
"
な
ど
な
い
と
自
信
を
持
ち
、
主
張
す
る
時
だ
。

「日
本
女
陛
の
会
」
の
発
足

が
あ
る
。安
西
愛
子
さ
ん
(元

参
議
、
日
本
会
議
副
会
長
)

を
会
長
に
副
会
長
を
ク
ラ
イ

ン
孝
子

(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
)、高
市
早
苗

(衆
議
)、西

川
京
子

(衆
議
)
、長
谷
川
三

千
子

(埼
玉
大
教
授
)
さ

ん
。
設
立
総
会
に
は
1
0
0

0
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

ま
ず

「選
択
的
夫
婦
別
姓
」

に
反
対
、
署
名
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同

会
設
立
趣
意
書
を
見
る
と
、

青
少
年
が
精
神
的
荒
廃
し
て

い
る
わ
が
国
の
現
状
を
憂
い

「こ
の
背
景
に
は
国
家
を
否

定
し
た
反
戦
平
和
教
育
、
家

庭
よ
り
個
人
を
優
先
し
た
人

権
教
育
が
あ
る
。
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
や
そ
の
下

で
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
夫
婦
別
姓
制
度
は
、
わ
が

国
の
伝
統
文
化
へ
の
敬
愛
の

念
、
国
の
基
盤
で
あ
る
家
族

の
絆
を
尊
重
し
育
成
す
る
視

点
が
欠
落
し
て
い
る
」
と
、

基
本
法
ま
で
攻
撃
に
し
て
い

る
。

力

つ
け
た
女
性

へ
の
恐
れ
9

る

美

し

い
言
葉

で
"
行

き
過

ぎ

"
非
難

条
例
づ
く
り
に
横
ヤ
リ

い
ま
各
地
で
男
女
共
同
参

準
備
中
だ
。
先
進
的
な
内
容

画
条
例
つ
く
り
が
で
き
た
り

の
も
の
が
つ
く
ら
れ
る

一

顯葱5に9繊 言葉掴けをし廼倒ま醤んかP
/

⑳唐業主臓こそ理想の母額7

お父さんは反抗開に

ツノと奮ってくれれは

いいのよ

たちのこ引ま
もつと大変

だつたわよ

⑳継
P

字瞭あ田さんの

スキノソッフか
一琶よ

'し りに'

翫かれて
精けない1

キレない子ともに

するた棚こモ穿叛き

ぜずに穿作り

しないと

鋤
あ

蔭

妻

嚢

_藩 ぬ 総

 

方
、
議
会
で
反
対
な
く
通
す

融宇題れ夫の買い鴇つて、
特別なことP

罵 磯

㌧ 窃

ノ
,仕購の上に

塚學モ臼児モ
なんてえういわあ サ・

㌧

欝子ど毛の発達が
母親の戚績姦7

子と考の曳鰍ま

田親の圏壬
てすよr

倣塵あまり

増えてないけと

ちやんと

飲ませてる乃

お田さんか乞んな
ことモ知らなくて

藷
～

た
め
、
案
か
ら

一
歩
後
退
す

る
例
も
出
て
い
る
。
保
守
的

な
議
員
か
ら
の
異
論
は

「男

女
役
割
分
担
が
崩
れ
た
ら
家

庭
が
壊
れ
る
」
目
大
阪
府

の
議
員
、
本
紙
2
月
10
日
号

参
照
日
と
か
、

「女
性

の

労
働
参
加
は
家
族
制
度
を
崩

壊
に
導
く

(主
婦
の
役
割
賛

美
)、女
は
女
ら
し
く
」
11
新

潟
県
議
会
で
の
質
問
11
な

ど
。
新
潟
の
条
例
で
は
前
文

に
あ
っ
た

「農
林
水
産
業
に

お
け
る
男
女
格
差
」
を
指
摘

し
た
文
章
が
削
除
さ
れ
た
。

千
葉
県
で
は
12
月
議
会
に

向
け
条
例
案
が
作
ら
れ
て
い

る
最
中
だ
が
、
県
下
の

「地

方
議
員
有
志
の
会
」
の
名
で

要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
条

例
作
り
に
向
け
て
、
堂
本
知

事
が
か
ね
て
言

っ
て
い
る

「陛
の
自
己
侠
定
権
」
に
つ

い
て
、

"性
道
徳
の
頽
廃
を

も
た
ら
す
か
ら
絶
対
入
れ
る

な
"
と
言
い
、

「男
ら
し
さ

女
ら
し
さ
」
の
価
値
を

一
方

的
に
否
定
す
る
な
、
家
庭
尊

重
、
父
駐
、
母
陛
、
専
業
主

婦
を
否
定
す
る
な
、
育
児
に

お
け
る
母
駐
愛
を
無
視
す
る

な
、
な
ど
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
千
葉
県
下
の
学
校
で

始
ま
っ
て
い
る
男
女
混
合
名

簿
に

「日
本
人
の
文
化
意
識

か
ら
駐
差
の
認
識
す
ら
消
し

去
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ム
に
譲
歩

し
た
も
の
」
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
あ
げ
て
攻

撃
し
て
い
る
。

否
定
的
な
報
道
が

4
月
30
日
号
本
紙
で
、
日

本
女
腔
学
習
財
団
の
子
育
て

パ
ン
フ

『未
来
を
育
て
る
基

本
の
き
』
が
ジ
ェ
ン
タ
ー
フ

リ
ー
の
行
き
過
ぎ
と

『産
纒

新
聞
』
1
面
で
と
り
あ
げ
ら

れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、

同
紙
は
そ
の
後
も

"行
き
過

き
"
問
題
に
熱
心
な
よ
う

だ
。
例
え
ば
5
月
6
日
の
教

育
面
は

「育
児
マ
マ
が
日
本

を
支
え
て
い
る
」
と

「母

陛
」
礼
賛
。

「フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
は
母
性
の
存
在
を
否
定
、

行
政
や

一
部
マ
ス
コ
ミ
も
こ

の
主
張
に
と
り
こ
ま
れ

"親

陛
"
な
ど
い
う
が
、
乳
幼
児

を
そ
だ
て
る
に
は
母
駐
は
不

可
欠
で

"3
歳
児
神
話
"(3

歳
ま
で
母
が
家
庭
で
育
て
る

の
が
望
ま
し
い
)
は
神
話
で

な
く
本
当
だ
」
と
い
う
。
そ

し
て
東
京
女
子
大

・
林
道
義

教
授
の
署
名
記
事
は
、

「ジ

ェ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
の
害
毒
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
男
女

混
合
名
簿
な
ど
男
女
無
区
別

主
義
は
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
健
全
に
育

た
な
い
と
い
う
。

夫
婦
別
姓
に
反
対
す
る

日
本
女
性
学
習
財
団
の

『
未
来
を
育
て
る
基
本
の
き
』
カ
リ

露
骨
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ム
批

毒
論
が
出
て
く
る
中
、
見
逃

判
、
ジ
ェ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
害

せ
な
い
動
き
に
昨
年
9
月
の

自
信
持
ち
説
得
を

評
論
家

船
橋
邦

子
さ
ん
の
話

こ
こ
に
来
て
ジ

ェ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
の
足
を
引
く
意
見
が

多
く
出
て
い
る
の
は
、
女
性

が
力
を
つ
け
、
国
や
自
治
体

も
世
界
的
な
潮
流
を
取
り
上

げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
に
対
す
る
、
恐
れ
と
焦
り

の
あ
ら
わ
れ
と
思
い
ま
す
。

歴
史
が
変
わ
る
時
に
は
必
ず

あ
ら
わ
れ
る
現
象
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
自
信
と
勇
気
を

持
っ
て
、
正
し
い
事
は
言
い

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
は
女
駐
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
男
性

の
生
き
方
の
問
題
で
す
。
女

性
も
男
性
も
幸
せ
に
生
き
る

こ
と
の
優
先
課
題
、
手
段
が

男
女
共
同
参
画
な
の
だ
と
、

男
性
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
努
力
を
も
っ
と
し
て
い
く

必
要
駐
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。千
葉
県
は
、
今
、
条
例
の

作
成
中
で
す
。
少
し
で
も
良

い
条
例
を
つ
く
り
た
い
と
、

平
等
条
例
ネ
ソ
ト
を
つ
く

り
、
要
望
書
の
提
出
な
ど
を

行
い
、
保
守
派
の
議
員
に
説

明
に
行
く
こ
と
も
始
め
て
い

ま
す
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
動

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
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パー トの権利 を守 ろう

鎌 ㈱ 雛
鰯 齢 パートシ識
灘,幽 婦 等

「
連
合

」
主
催

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

く

ラ

;

・
懸

・
塗

颯
識

,

齢
臨

舞

撚
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「何
っ
ー
パ
ー
ト
が
産
休

を
取
り
た
い
9
辞
め
て
も
ら

お
う
」「ち
ょ
っ
と
、

一
息
つ

い
て
い
た
だ
け
な
の
に
、
辞

め
う
な
ん
て
。
そ
れ
も
、
パ

ー
ト
の
ほ
う
が
安
く
て
よ
く

働
く
か
ら
、
全
部
、
パ
ー
ト

で
い
い
な
ん
て
、
勝
手
す
き
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最
近
、
パ
ソ
ヤ
マ
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
が
あ
っ
た
。

日
本
か
ら
出
張
で
や
っ
て

来
た
人
か
ら
、

「上
海
に
き

て
、
パ
ジ
ャ
マ
姿
で
表
を
歩

い
て
い
る
人
を
見
て
驚
い

た
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
だ
。

信
じ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

口
調
の
彼
女
に
、

一
応

「上

海
で
は
、
珍
し
い
こ
と
じ
ゃ

藪饗`

零

博

壼

な
い
よ
」
と
フ
ォ
ロ
ー
を
入

れ
つ
つ
、私
も
心
の
中
で
「同

感
同
感
」
と
頷
い
て
い
た
。

そ
う
な
の
だ
ー
私
も
、
北

京
か
ら
上
侮
に
移

っ
て
き

て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
中
で
パ
ジ
ャ
マ
姿
の
若
者

を
見
か
け
た
時
に
は
、
非
常

に
驚
い
た
。
い
や
、
香
港
や

広
州
の
人
た
ち
に
、
そ
う
い

う
習
慣
が

「あ
る
」
、あ
る
い

は

「あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と

は
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
た

の
だ
が
、
都
会
人
を
気
取
っ

た
人
が
多
い
上
海
で
、
そ
れ

を
実
際
に
見
か
け
る
と
な
る

と
、
違
っ
た
感
慨
を
覚
え
る

も
の
だ
。

最
初
に
見
か
け
た
の
は
夕

方
だ
っ
た
の
で
、
風
呂
に
で

も
入
っ
て
、
就
寝
前
の
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
に
買
い
物
に

出
て
き
た
の
か
な
と
想
像
し

て
い
た
。
朝
見
か
け
た
と
き

殆縛澗
§4

雛慧
辞

賂 鑑
馳

≧戸 薫

臨総
上海てはバソヤマ姿て歩く
人をた くさん見力ける

翫
灘 蟹捧
　 も

轍
罐難
鷹

ケ

に
は
、
ま

だ
起
き
た

ば
か
り
な

の

だ

ろ

う
、
パ
ソ

ヤ
マ
の
ま

ま
で
新
聞

を
取
り
に

行
く
感
覚

だ
ろ
う
か

と
、
勝
手

に
自
分
を

納
得
さ
せ
て
い
た
。

し
か
し
そ
う
で
は
な
い
ら

し
い
こ
と
が
、
や
が
て
分
か

っ
て
き
た
。
南
京
西
路
と
い

う
高
級
フ
テ
ィ
ソ
ク
が
集
ま

っ
た
通
り
で
、
デ
ー
ト
中
ら

し
き
カ
ッ
プ
ル
の
男
駐
の
方

が
着
て
い
た
の
だ
。
光
沢
の

あ
る
上
等
そ
う
な
生
地
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ど
う
見

て
も
パ
ジ
ャ
マ
だ
っ
た
。
履

物
は
、
革
靴
。
ひ
ょ
っ
と
し

て
こ
れ
は
お
し
ゃ
れ
の
つ
も

り
か
P

真
冬
に
、
わ
ざ
わ
ざ
綿
入

れ
の
キ
ル
ト
地
で
作
っ
た
パ

ソ
ヤ
マ
で
外
を
歩
く
人
の
姿

を
幾
度
と
な
く
目
撃
し
た
。

パ
シ
ャ
マ
で
外
を
歩
く
の

は
、
70
年
代
こ
ろ
出
来
上
が

っ
た
習
慣
ら
し
い
。
70
年
代

と
言
え
ば
、中
国
で
は
、自
宅

に
鍵
を
か
け
る
人
な
ど
お
ら

ず
、
近
所
同
士
が

一
つ
の
家

族
の
よ
う
に
行
き
来
し
、
暮

ら
し
て
い
た
時
代
だ
。
狭
い

住
居
に
大
人
数
で
暮
ら
す
こ

と
が
多
い
だ
け
に
、
く
つ
ろ

き
の
空
間
が
屋
外
ま
で
広
が

街を闊歩す るパジャマ

エ ッ、上 海 で なぜ?お しゃれ?

 

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
う
い
う

場
面
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
作

り
の
パ
ソ
ヤ
マ
が
、
普
段
着

の
よ
う
な
地
位
を
得

て
行

っ

〃〃
〃
〃
〃
〃

ピガ
ガ
ガ

た
の
だ
ろ
う

。
西
洋

で
は

、

〃
〃
〃
〃
〃

メ
ノ
ノ
メ
メ

寝
室
で
し
か
履
か
れ
な
い
ス

鰯
擢鰯

ノ
ド
ど
ノ
ノ
ノ

リ
ッ
パ
が
、
日
本
で
は
客
用

解
鰯
解

ピ
ピ
ノ
ピ
メ
ノ

に
玄
関
に
置
か
れ
る
よ
う
に

〃〃〃〃〃〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

な

っ
た
よ
う
な
も

の
だ
。

〃
〃
〃
〃
〃
〃

ノ
ノ
ピ
ピ
ノ
ピ

上
海
が
長
い
日
本
人
の
友

解
解
郁

ピ
げ
ノ
ピ
ノ
メ

人
に
よ
れ
ば
、

「着
て
る
人

解
解
解

メ
ド
ノ
ド
ノ
ノ

に
よ

っ
て
は

、
お
し
ゃ
れ
着

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

の

つ
も

り

」
な

の

だ

と

い

〃
〃
〃
〃
〃
〃

ノ
ノ
ピ
ド
ピ
ド

う
。
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た

鰯
解
鰯

ド
ノ
ピ
ノ
ノ
ピ

ス
タ
イ
ル
と

い
う
こ
と
で
、

〃
〃
〃
〃
〃
〃

が
ガ
が
ガ

お
し

ゃ
れ
だ

と
と

ら
れ
た
の

〃
〃
〃
〃
〃
〃

ど
ノ
ピ
ノ
ノ
ノ

か
。
も
ち
ろ
ん
最
近
で
は
、

解
解
解

メ
ピ
ノ
ノ
ノ
メ

「国
際
都
市
を
標
榜
す
る
街

郷
鰯
解

ノ
ノ
ノ
ノ
ド
ノ

に

、
パ
ジ

ャ
マ
姿
の
人
間
が

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

ウ

ロ
ウ

ロ
し

て
い
る
の

ッ
は

〃
〃
〃
〃
〃
〃

メ
メ
ノ
ぞ
ド
ノ

ど
う
か
」
と
批
判
す
る
声
も

解
解
解

ノ
メ
ノ
ノ
ノ
ノ

上
が
っ
て
は
い
る
が

。

解
解
解

ノ
ノ
ノ
ピ
ノ
ノ

文
化
や

習
慣
で
、
同
じ
も

〃〃
〃
〃
〃
〃

り
が
が
リ
ガ

の
に
対
す
る

受
け

止
め
方
も

〃
〃
〃
〃
〃
〃

ド
ノ
ノ
ド
ノ
ノ

発
想
も
異
な
っ
て
く
る
の
は

解
解
鰯

ノ
ノ
ノ
ノ
ピ
ピ

当
然
の
こ
と
。
そ
う
考
え
れ

鰯
解
郷

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ピ

ば

、
街
を
闊

歩
す
る
人
々
の

〃〃
〃
〃
〃
〃

リ
ガ
リ

ペ
ジ

ャ
マ
姿
に
も

、
驚
か
ず

〃〃
〃
〃
〃

ピ
ピ
ノ
ピ
ピ

に
済
む
と

い
う
も

の
だ
。

～
、
,
～

る
」

14
日
、
連
合

(日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
)
主
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「な
ぜ
組

織
化
し
よ
う
と
し
た
の
か
9

そ
の
時
、
組
合
は
9
パ
ー
ト

は
9
会
社
は
9
～
い

ま
こ

そ
、
本

音

で
語

り

合

お

う
ー
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ユ
ニ
オ
ン
関
西
ネ
ノ
ト
ワ

ー
ク
の
寸
劇

『パ
ー
ト
の
あ

し
た
』
で
始
ま
っ
た
。
寸
劇

の
2
人
は
、
結
局
ユ
ニ
オ
ン

に
相
談
。
団
体
交
渉
で
職
場

復
帰
を
果
す
が
、
現
実
に

は
、
パ
ー
ト
が
基
幹
労
働
力

と
な
り
正
社
員
と
の
置
き
換

え
が
行
わ
れ
て
い
な
が
ら
、

労
働
者
と
し
て
の
権
利
が
踏

み
に
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
が

多
い
。
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
I
L
O
パ
ー
ト
条
約
に

見
る
均
等
待
遇
だ
が
、
日
本

の
パ
ー
ト
労
働
法
は
、
と
て

も
及
ば
な
い
。
今
、
働
く
人

は
5
6
0
0
万
人
、
そ
の
う

ち
1
3
0
0
万
人
が
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
派
遣
労
働
者
1

3
0
万
人
、
い
わ
ゆ
る
ブ
リ

ー
タ
ー
が
3
0
0
万
人
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

連
合
で
は
、
こ
の
2
月
、

「2
0
0
2
春
闘

・
2

・
22

パ
ー
ト
集
会
」を
開
き
、
「労

働
基
準
法
す
ら
守
ら
れ
な
い

中
で
働
い
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
を
許
し
て
き
た
の
は
労

働
組
合
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
参
加
者

か
ら
の
忌
暉
の
な
い
意
見
を

聞
き
、
パ
ー
ト
問
題
に
積
極

的
に
取
組
む
と
し
て
、
5
月

の
第
8
回
中
央
執
行
委
員
会

で
は
、

「パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
取
組
み
方
針
-
均
等
待
遇

を
め
ざ
し
て
ー
」
を
ま
と
め

た
。
同
方
針
で
は

「個
々
人

が
雇
用
や
生
活
の
不
安
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
能
力

を
高
め
、
ソ
ェ
ン
タ
ー
の
壁

に
阻
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
を
目
指
す
に
は
、
雇
用

・

就
労
形
態
が
異
な
っ
て
も
、

公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
と
均

等
待
遇
が
保
障
さ
れ
た
働
く

権
利
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
基
本
理
念
の

も
と
、
パ
ー
ト
労
働
の
取
組

み
を
貝
体
化
、
こ
の
日
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。

シ
ン
ポ
ソ
ウ
ム
で
は
、高

島
屋
(
百
貨
店
)
、ピ
ア
ス
ク

ル
ー
プ
(化
粧
品
製
造
・販

売
)、浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
(
金

属
・光
産
業
)
、マ
ル
エ
ツ
(
ス

ー
パ
ー
)か
ら
、パ
ー
ト
組
織

化
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

笹
森
清
連
合
会
長
は

「働

く
こ
と
は
同

一
価
値
。
ど
う

や
っ
て
同

一
の
保
障
を
作
っ

て
い
く
の
か
。
均
等
待
遇
へ

一
歩
ず
つ
近
づ
け
て
い
こ

う
」
と
話
し
て
い
た
。

日
の
丸
掲
揚
問
題
の
2
市
議

横
浜
市
議
会
は
、
25
日
、

本
会
議
場
で
の
日
の
丸
掲
揚

に
反
対
し
て
議
長
席
を
占
拠

し
た

「市
民
の
党
」(
6
月
20

日
号
既
報
)の
、井
上
さ
く

ら
、与
那
原
ひ
ろ
こ
市
議
に

対
し
、除
名
処
分
と
し
、議
員

資
格
を
は
く
奪
す
る
こ
と
を

賛
成
多
数
で
決
め
た
。除
名

は
地
方
自
冶
法
に
あ
る
議
員

へ
の
処
罰
で
最
も
重
い
処
分

で
、同
市
議
会
で
も
初
め
て
。

井
上
、与
那
原
議
員
は
「有

権
者
が
与
え
た
議
員
の
身
分

を
有
権
者
を
さ
し
お
い
て
は

く
奪
す
る
の
は
お
か
し
い
」

と
除
名
処
分
の
取
消
を
求

め
、
知
事
に
審
侠
を
申
請
す

横
浜
市
議
会
は
除
名
処
分
に

る
こ
と
を
表
明
、
あ
ら
ゆ
る

法
的
手
段
を
使
っ
て
闘
う
と

い
う
。
除
名
を
主
張
し
た
の
は
自

民
、
民
主
、
公
明
、
横
浜
み

ら
い
の
各
党
で

「議
長
席
占

拠
は
議
員
と
し
て
あ
る
ま
じ

き
行
為
」
と
い
う
。
除
名
処

分
に
は
4
分
の
3

(
68
人
)

の
賛
成
が
必
要
だ
が
、
こ
の

4
党
で
69
人
と
な
っ
た
。
共

産
党
は

「議
長
席
占
拠
は
議

会
制
民
主
主
義
の
否
定
で
反

省
を
求
め
る
が
、
市
民
の
負

託
を
受
け
た
議
員
を
除
名
す

る
の
は
お
か
し
い
」
と
2
議

員
の

「陳
謝
」
を
主
張
、
神

奈
川
ネ
ッ
ト
も
行
為
に
は
反

省
を
求
め
る
が

「日
の
丸
掲

揚
に
関
し
て
市
民
の
党
に
発

言
の
機
会
を
与
え
な
か
っ
た

非
民
主
的
な
運
営
が
引
き
金

に
な
っ
て
い
る
」
と
処
分
自

体
に
反
対
、
反
対
票
を
投
じ

た
。
井
上
市
議
ら
は

「除
名

を
主
張
し
た
会
派
は
処
分
理

由
で
日
の
丸
掲
揚
問
題
に
触

れ
ず
、
問
題
を
あ
え
て
切
り

離
し
て
い
る
」
と
い
っ
て
い

る
。
除
名
と
い
う
の
は
ま
こ

と
に
重
い
処
分
で
、
国
会
で

は
封
印
さ
れ
、
地
方
議
会
で

も
こ
の
10
年
で
6
例
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
最
高
裁
や
審

決
で
処
分
が
取
り
消
さ
れ
て

い
る
。

箋
ノ駆焉

藩

嚢

嚢

湯

空

強
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ぶ
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馨
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朔
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女2002年6月30日(日 曜 日)(3)

噴
つよジオ使って政治を変え

 

リブ

あなた もスポ ンサ ーに「女 たちの電波 ジ ャック」

私
達
は
、
政
治
を
変
え
よ

う
と
運
動
し
て
い
る
女
陛
た

ち
の
集
ま
り
で
す
。

い
ま
だ
多
く
の
女
性
が
自

分
た
ち
が
政
冶
の
主
人
公
で

あ
る
現
実
に
目
覚
め
て
い
な

い
今
、
ラ
ソ
オ
番
組
を
買
い

取
り
、
女
性
の
政
治
的
関
心

を
高
め
る
番
組
を
作
っ
て
み

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

達
の
P
R
と
い
う
と
従
来

「紙
」、新
聞
や
雑
誌
の
括
字

の
世
界
し
か
考
え
ず
、
電
波

は
無
理
と
誰
し
も
思
っ
て
い

ま
し
た
。
が
、
ラ
ジ
オ
な
ら

で
き
る
の
で
は
な
い
か
9

手
始
め
に
や
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
の
は
T
B
S
の
B
S

l
を

つ
か

い
、
7
月
26
日

(
金
)
18
時
か
ら
20
時
ま
で

2
時
間
番
組
で

「女
た
ち
の

電
波
ジ
ャ
ッ
ク
」
を
放
送
す

る
計
画
で
す
。
衛
星
放
送
受

信
の
設
備
を
持
っ
て
い
る
人

は
B
S
l
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
、
こ
れ
に
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
つ
け
る
と
ラ
ジ
オ
が

き
け
ま
す

(テ
レ
ビ
画
面
か

ら
音
声
だ
け
か
流
れ
静
止
画

面
に
な
り
ま
す
)。ほ
か
に
T

B
S
の
契
約
し
て
い
る
地
方

の
有
線
放
送
に
流
れ
ま
す
。

さ
ら
に
3
カ
月
間
毎
週
金
曜

日
の
同
じ
時
間
に
再
放
送
さ

れ
ま
す
。

か
な
り
変
則
的
な
放
送
で

す
が
、
デ
ソ
タ
ル
放
送
揺
藍

期
で
非
常
に
安
く
確
保
で
き

る
た
め
、
第
1
弾
を
こ
れ
で

放
送
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

番
組
は
15
分
ず
つ
区
切
っ

て
構
成
し
て
い
ま
す
が
、
セ

ク
シ
ョ
ン
毎
に
ー
、
2
分
の

C
M
枠
が
あ
り
ま
す
。
1
分

1
万
円
で
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
お
金
を
貯
め
、
中

彼
の
ラ
ジ
オ
の
世
界
に
入
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
回
は
無
理
だ
が
、
今

後
協
力
し
た
い
と
い
う
方
も

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
番
組
の
内
容
は
、

年
金
、
少
子
化
、
う
そ
つ
き

食
品
、
遺
伝
子
組
み
替
え
問

題
な
ど
を
と
り
あ
げ
ま
す

が
、

「目
玉
」
の
コ
ー
ナ
ー

は
、
田
嶋
陽
子
さ
ん
に
聞
く

「私
は
な
ぜ
議
員
に
な
っ
た

の
か
」
、ア
イ
ム
社
長
長
井
和

子
さ
ん
に
聞
く

「成
功
す
る

主
婦
た
ち
」、早
乙
女
愛
さ
ん

に
聞
く

「コ
ス
タ
リ
カ
の
ド

キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
撮
っ

て
」
、辛
淑
玉
さ
ん
の
語
る

「女
が
が
ん
ば
る
時
代
だ

よ
」
等
。

問
い
合
わ
せ

「希
望
の

輪
」
事
務
局
慰
0
4
5
・
9

6
2

・
0
5
0
8
安
田

日
中
国
交
正
常
化
30
周
年
記
念

「平
和
の
か
け
橋
女
性

訪
中
団
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
中
国
交
正
常
化
30
周
年

解
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と
い

え
、
国
内
の
幅
広
い
女
性
た

を
記
念
し
、
21
世
紀
の
日
中

う
中
華
人
民
共
和
国
全
国
婦

ち
が
呼
び
か
け
人

(代
表
呼

両
国
女
陸
の
友
庸
と
相
互
理

女
連
合
会
の
呼
び
か
け
に
応

び
か
け
人
・
三
木
睦
子
、
園

「代理業務llO番 」

7月1、2日 無 料 で

東
京
都
行
政
書
士
会
で

は
、

「代
理
権
」
施
行
に
ち

な
ん
で
、
7
月
1
日

・
2
日

に
、
行
政
書
士
会
館
で
、
電

話
に
よ
る
無
料

『代
理
業
務

1
1
0
番
』
を
実
施
す
る
。

電

話

11

03

・
3

4

7

7

。
∩∠
8

8

1

行
政
書
±
法
が
改
正
さ

れ
、
7
月
-
日
か
ら
行
政
書

参
加
者
を
募
集
中

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
を
体

験

し
よ
う

士
が
官
公
署
へ
の
書
類
作

成
、
提
出
手
続
き
、
契
約
書

類
な
ど
の
作
成
に
お
い
て
、

個
人
ま
た
は
法
人
の

「代
理

人
」
と
な
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
店
の
開
業
、
会

社

や
N
P
O
法

人

の

設

立
、
、
社
会
・
労
働
保
険
、

各
種
契
約
、
告
訴
・
告
発
、

遺
産
分
割
協
議
書
、
各
種
許

可
申
請
な
ど
。
行
政
書
士
業

公
開
質
問
状
を
送
付

ド　 　 　　 　　 　 　 　　　 　　 　1うづ妙冠ノ

夙で 、・
,

,蹴

姻轡 ψ蔓〉
㌧

体験ボランティア参加者馨集

7楽 京ボランティア 「露民思動センター蟹 葦魯醗承 ランテイア餓
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石
原
都
知
事
の
女
性
蔑
視
発
言
に

東
京
都
の
女
性
有
志
4
5

1
人
は
25
日
、
石
原
填
太
郎

都
知
事
の
女
性
蔑
視
発
言
に

「男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」「東
京
都
男
女
平
等
参
画

基
本
条
例
」「女
性
差
別
撤
廃

条
約
」
に
反
し
、
民
主
主
義

と
人
権
尊
重
を
疑
わ
し
め
る

コ
言口葉
の
暴
力
」
で
あ
る
と

公
開
質
問
状
を
、
6
月
都
議

会
開
催
中
の
石
原
都
知
事

と
、
都
議
会
議
長
に
送

っ

た
。度
重
な
る
暴
言
と
は
、『週

田
天
光
光
、
田
中
真
紀
子
、

土
井
た
か
子
、
堂
本
暁
子
)

と
な
っ
て
、
9
月
に
、

「世

紀
の
約
束

日
中
女
駐
北
京

の
集
い
」(主
催

・
婦
女
連
)

が
、
北
京
で
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

日
本
国
内
で

「平
和
の
か
け

橋
女
性
訪
中
団
」
を
結
成
、

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

「日
中
女
性
の
絆
を
深
め
る

こ
と
は
、
ア
ジ
ア
は
も
と
よ

り
全
世
界
の
平
和
に
貢
献
す

る
も
の
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
参
加
を
ー
」
と
事
務
局
で

は
言
っ
て
い
る
。

日

程

は
02
年
9
月
7
日

(土
)
～
H
日

(水
)
。イ
ベ

ン

ト

と

し

て

は
、
8
日

(日
)
日
中
友
好
女
駐
交
流

体
験

(日
中
双
方
代
表
団
に

よ

る

講

演

な

ど
)
、9
日

(月
)
万
里
の
長
城
で
連
帯

リ
ボ
ン
で
友
好
を
誓
い
合

い
、
人
民
大
会
堂
で
の
日
中

国
交
正
常
化
30
周
年
記
念
日

中
女
性
大
会
、
交
流
晩
餐

会
、
10
日

(火
)
婦
女
連
と

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
桂
林

・
上
海
周
遊
、
大
連
経
由
の

プ
ラ
ン
も
。
費
用
17
万
円
か

ら

(プ
ラ
ン
、
発
着
空
港
に

よ
っ
て
異
な
る
)。募
集
人
員

2
5
5
人
。

申
し
込
み
締
切
り

第
1

次
6
月
30
日

(日
)、第
2
次

都
内
在

住

、
在
学

在

勤

者

か

対

象

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、「2

0
0
2
夏
ー
体
験
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
の
参
加
者
を
募
集

中
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
同

セ
ン
タ
ー
と
、
区
市
町
村
社

7
月

20
日

(
土
)
。
旅
行
取
り

扱
い

東
武

ト
ラ

ベ
ル
。

申
し

込
み

・
問
い
合
せ

日
本
婦

人
会

議
中
央
本
部

唇

3

°
3

8

1

6

°
1

8

6

　2

、
魍

03

・
3
8
1
6

・
1

8
2

4

(
担

当

・
小
川
、
鈴

木

、
永
久

)
。

会
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
推
進
団
体
と
の
共

催
で
行
う
も
の
で
、
都
内
在

住

・
在
学

・
在
勤
の
人
を
対

象
に
、
都
内
福
祉
施
設
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、

夏
季
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験

学
習
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先

は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
児

童
関
係
、
保
健
医
療
、
環
境

保
護
の
施
設
や
団
体
。
活
動

期
間
は
、
7
月
～
8
月
の
数

日
間

(活
動
に
よ
っ
て
は
、

継
続
も
可
)。募
集
人
員
6
0

0
0
人
。

希
望
者
は
、
夏
ー
体
験
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
専
用
タ
イ
ヤ
ル

唇
03

・
3
2
3
5

・
1
3
4

3

(テ
ー
プ
に
よ
る
案
内

9
月
30
日
ま
で
)
で
資
料
を

請
求
の
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
=
9

ミ

≦
≦
≦
昌く
8

0
『
も
＼
同
セ

ン
タ
ー
0
03
・
3
2
3
5

・

-
1
7
1

意見広告に賛同を
憲 法 の危 機

第九条の会 ヒロシマ
有事法制反対

 

刊
女
性
』
2
0
0
1
年
11
月

6
日
号
で
、
松
井
孝
典
氏
の

言
葉
を
紹
介
す
る
と
し
て
、

「文
明
が
も
た
ら
し
た
最
も

悪
し
き
有
害
な
も
の
は
ハ
ハ

ア
」「女
性
が
生
殖
機
能
を
失

っ
て
も
生
き
て
い
る
の
は
無

務
が
代
行
か
ら
代
理
に
代
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
依
頼
者
側

は
、
適
正
価
格
で
事
前
に
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
し
、
官

公
署
に
提
出
す
る
申
請
書
類

作
成
の
繁
雑
さ
か
ら
も
解
放

さ
れ
る
。

依
頼
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
相
談
を
、
気
軽
に
し

て
下
さ
い
と
呼
び
か
け
て
い

る
。

駄
で
罪
」
と
謡
う
言
葉
に
、

「な
る
ほ
ど
と
思
う
ね
」

と
。こ
れ
は
、

『都
政
新
報
』

に
も
報
道
さ
れ
、
さ
ら
に
昨

年
12
月
の
都
議
会
で
も
、
深

沢
七
郎
の

『楢
山
節
考
』
を

ひ
き

「年
を
と
っ
た
女
の
人

の
生
存
が
横
暴
な
存
在
で
あ

る
と
い
う
逆
説
的
な
証
左
」

な
ど

"
居
直
り
答
弁
"
し
て

い
る
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
は
、

私

達
は
、
毎
年
8
月
6

日
、
地
元
紙
の

『中
国
新

聞
』
な
ど
に
、
憲
法
と
平
和

の
大
切
さ
を
訴
え
る
広
告
を

だ
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
有

事
法
制
の
危
機
て
す
。
で
き

る
だ
け
多
く
の
新
聞
に
広
告

を
の
せ
た
い
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
広
告
の
文
案
も
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
賛

同
の
方
、
せ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
新
聞
意
見
広
告
は

誰
で
も
で
き
る
意
思
表
示
で

す
ー〔文
案
〕

求
む
ー
軍
備
な
き

「備

え
」
あ
な
た
は

見
過
こ
す

の
9
戦
争
を
す
る
た
め
の
有
事

法
を
あ
な
た
は

従
う
の
9

戦
争
に
協
力
す
る
有
事

11
戦
争
法
に

あ
な
た
は
行
く
の
9

人
を
殺
し
、
殺
さ
れ
る
戦

場
へ
そ
の
か
げ
で
核
兵
器
や
戦

闘
機
戦
争
で
儲
け
よ
う
と
す
る

人
が
い
る
ん
だ

私
は
生
か
し
た
い
ー

日

本
の
平
和
憲
法
を

私
は
拒
否
す
る
ー

こ
の

世
の
い
か
な
る
戦
争
も

私
は
知
っ
て
い
る

戦
争
は
人
間
が
起
こ
す
も

の
だ
と

誰
も
気
つ
い
て
る

武
力
で
得
ら
れ
る
平
和
は

ニ
セ
モ
ノ
だ
っ
て
こ
と

「備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
っ
て
小
泉
首
相
は
言

っ
た
け
ど

ホ
ン
ト
ウ
の

「備
え
」
っ

て

「信
頼
」
を
築
き
あ
う

こ
と
だ
っ
て
思
う

参
加
費
-
ロ
ー
0
0
0
円

で
す
。
子
ど
も
さ
ん
な
ら
3

0
0
円
で
も
結
構
で
す
。

振
替
用
紙
で
送
金
し
て
く

だ
さ
れ
ば
そ
の
ま
ま
申
し
込

み
に
な
り
ま
す
。
名
前
を
掲

載
し
た
く
な
い
方
は
そ
の
旨

書
い
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
振

替
0
1
3
9
0

・
5

・
5
3

0
9
7

第
九
条
の
会
ヒ
ロ

シ
マ

問
い
合
わ
せ

藤
井

唇
0
8
2
・
2
5
5

・
6
5

8
∩)

会
が
勝
負
↑
有
事
捲
漸
擁
案
泥

い と思 ってい たが 、日曜 日な の で思 い

き って 出かけ て きた」と、初参 加 した女

陛の 教員 。「戦 争を放 棄 して いる憲 法の

も とで、戦 争 に協 力 しな い と言 って い

る人 た ち に罰則 が か か る。お か しな こ

とで す よ ね」と話 す 女 陛(病 院 勤 務)も

いる。集 会 では、「こ こ で退 くわ け には

いか な い」と カ ソ バ が 呼 び か け られ、

「有 事 関連3法 案 の廃 案 まで たたか い続

ける」と力強 く宣言 した。

 

す
で
に
い
く
つ
か
の
抗
議
が

出
て
い
る
が
、
女
駐
た
ち
の

間
で
、
都
議
会
で
の
答
弁
が

最
近
知
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
見

過
こ
す
わ
け
に
い
か
な
い

と
、
公
開
質
問
状
の
送
付
と

な
っ
た
。
数
人
が
発
起
人
と

な
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
賛
同
人
を
つ
の

っ
た
が
、
3
日
間
で
4
5
0

人
以
上
に
な
っ
た
。

女
陛
た
ち
は
、

「石
原
知

事
は
松
井
氏
の
発
言
と
言
っ

て
い
る
が
、

"ひ
ざ
を
た
た

い
て
賛
同
"
し
て
お
り
彼
自

身
の
見
解
と
考
え
る
。
重
大

な
女
性
差
別
発
菖
」
と
、
15

日
ま
で
に
回
答
を
求
め
て
い

る
。

κ

「今 が 勝 負 時、廃 案 まで追 い こ も う」

16日 、東 京 ・代 々木 公 園で行 われ た

「STOP有 事 法制6・16全 国大 集会 」で

は、勢 いの よ い発言が 目立 った。陸海空

港 湾20労 組 、宗 教者 ネ ットな どの 呼 び

かけ に よる3度 目の大 集会 。有事 法制 の

中身 が知れ るにつけ 、参加 者は 増 え、北

海道 か ら沖縄 か ら約6万 人 が参 加、会場

は人 、人 で埋 ま った。

「何 らか の形 で有 事 法制 に反 対 した

 

・死
気
な
樹
恭

鞭
風
精
楽
墜
霞
催
ど
う
ぞ

暦
に
合
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
、
関
東
地
方
は
6
月

11
日
に
入
梅
。
ヌ
エ
ッ
ク

の
樹
木
は
、
太
陽
と
雨
水

住
基
ネ

ン
ト
稼
働

本
当
に
大
丈
夫
か

政
府
は
8
月
5
日
か
ら
住

民
基
本
台
帳
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム

(住
基
ネ
ノ
ト
)

を
稼
働
さ
せ
る
方
針
。
全
国

民
に
1ー
ケ
タ
の
固
有
コ
ー
ド

を
付
け
、
自
冶
体
の
住
民
基

本
台
帳
を
電
子
化
、
全
国
を

ネ
ッ
ト
で
結
ぶ
。

を
受
け
て
ク
ン
と
成
長
、

光
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
年
は
、
桜

前
線
の
北
上
が
早
く
、
会

館
内
の
桜
た
ち

(ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク

ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
)
は
、

医
療
改
悪
法
案

の

強
行
採
決

に
抗
議

住
基
改
正
案
は
99
年
、
与

党
の
強
行
採
侠
で
成
立
。「国

民
総
背
番
号
制
」
で
あ
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
つ
な

が
る
と
野
党
や
市
民
か
ら
も

大
反
対
が
あ
っ
た
。
防
衛
庁

の
リ
ス
ト
問
題
等
を
考
え
る

と
、
そ
の
危
険
性
は
増
す
。

自
治
体
か
ら
も
稼
働
延
期
の

要
請
か
続
出
し
て
い
る
。

相
、
坂
口
厚
労
相
に
送
付
。

民

主

、
公

明

中

心

に

要

望

書

を

提

出

「憲
法
」
を
愛
す
る
女
駐

ネ
ッ
ト

(世
話
人
代
表

・
久

保
田
眞
苗
)
は
、
、
5
月
24

日
、
民
主
党
、
公
明
党
を
中

心
と
し
た
衆
参
両
院
議
員
2

9
8
名
に
あ
て
、
有
事
立
法

成
立
阻
止
に
尽
力
す
る
よ
う

求
め
た
要
望
書
を
提
出
。甲

聾碧囁臨聾葺臨臨甜臨

 

日
本
婦
人
団
体
連
合
会

は
、
14
日
、
幹
事
会
で
、
与

党
3
党
に
よ
る
医
療
改
悪
法

案
強
行
採
決
に
強
く
抗
議
、

採
決
撤
回
と
有
事
3
法
案
、

医
療
改
悪
法
案
、
個
人
情
報

保
護
法
案
、
郵
政
関
連
法
案

4
法
案
を
廃
案
に
追
い
込
む

た
め
全
力
を
尽
く
す
旨
の
特

別
決
議
を
採
択
。
小
泉
首

太陽と

水を受け成長

雨
、
春
風
で
き
れ
い
に
洗

わ
れ
、
種
子
は
濃
緑
葉
と

化
し
た
木
の
葉
に
抱
か
れ

る
よ
う
に
し
て
、
順
調
に

生
育
し
て
い
て
、
種
の
存

続
の
営
み
は
、
滞
り
な
く

へ いり
ゅ マ

醸盛
懇灘

橘

 

梅

雨

凱

入

,

.

亭

薮

今か盛 りの紫陽花

●

す
。
マ
テ

ハ
シ
イ
の
花

は
、
甘
い
香
り
を
漂
わ

せ
、
ア
ソ
サ
イ
は
神
秘
的

な
色
を
創
出
し
て
い
ま

す
。
い
ま
、
ヌ
エ
ッ
ク
は

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
で
い
っ

ぱ
い
。
樹
木
や
風
情
を
楽

し
み
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
。

(樹
木
医
)

巽灘
.1甜囲灘 覇蝋.踊翻礁臨鵬轟華鞘 囲臨盤囲軽甜灘苺臨甜苺1臨

7

月

2

日

火

◆
ー
L
O
フ

ォ
ー

ラ

ム

「仕
事
に
お
け
る
平
等

ク

ロ
ー
バ
ル
時
代
の
人
権
と
日

本
の
課
題
」

9
時
30
分
～
16
時
45
分

国
連
大
学
3
F
ウ

・
タ
ン
ト

国
際
会
議
場

(
地

・
表
参
道

駅
)

基
調
講
演

「
グ
ロ
ー

ハ
ル
時
代
に
お
け
る
雇
用
平

等
と
日
本
の
課
題
」
花
見
忠

(
日
本
労

働
研
究

機
構

会

長
)
、
「
日
本
社
会
と
人
権
」

横
田
洋
三

(中
央
大
教
授
)
、

特
別
講
演

「市
場
経
済
と
雇

用
の
機
会
均
等
」
大
星
公
二

(
N
T
T
ド
コ
モ
代
表
取
締

役
会
長
)
、パ
ネ
ル
討
議

「
ソ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
「世
界
に
お

け
る
雇
用
平
等
の
現
状
I
I

」
0
1
1
1
号
条
約
を
中
心

と
し
て
」
「日
本
社
会
と
雇
用

平
等
」

無
料

主
催

・
申

込
み

I
L
O
東
京
支
局
慰

3

°
5
4
6

7

2

7
0

01
、
開
03

・
5
4
6
7

・
2

7
80
0

◆
フ
エ
ミ

ニ
ス
ム
入
門
ー

フ

エ
ミ
ニ
ス
ム
は
あ
な
た
の

生
と
性
を
変
え
る

19
時

ア

ソ
ア
女
陛
資
料

セ

ン
タ

ー

北
原

み

の
り

(
ラ
フ
ピ
ー
ス
ク
ラ
フ
)

1
2
0
0
円

要
予
約

申

込
み

・
問
合
せ

同
所
曹
03

・
3
7
8
0

・
5
2
4
5

7

月

3

日

水

◆
日
独
女
性
作
家
対
談

津
島
佑
子
と
ウ
ラ

。
ハ
ー
ン

「職
業
と
し
て
の
文
学
～
私

が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」

18
時
30
分

女
性
と
仕
事

の
未
来
館

(
田
町
駅
3
分
)

無
料

申
込
み

・
闇
合
せ

同
館

哲
03

・
5
4
4
4

・

4
1
FO
-

7

月

5

日
金

◆

『
起
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
』

出
版
記
念
セ
ミ
ナ
ー
と

ン
ン

ポ

ン
ウ
ム

ー1
時

女
性
と
仕
事
の
未

来
館

起
業
セ
ミ
ナ
ー

「私

の

一
歩
」

濱
富
美
子

(㈲

サ
ン

・
コ
ム
ネ

ッ
ト
代
表
取

締
役
)
▽
14
時

ソ
ン
ポ
「自

分
ら
し
い
起
業
ス
タ
イ
ル
を

見
つ
け
よ
う
」

篠
原
欣
子

(
テ
ン
プ
ス
タ

ッ
プ
㈱
)
、
田

村
真
理
子

(
日
本

ベ
ン
チ

ャ

ー
学
会
)
他
、
公
開
相
談
室

無
料

主
催

同
館
面
03

・
5
4
4
4

●
4
1
6
2

◆
ヒ
ュ
ー
マ

ノ
・
ア
ニ
マ

ル

。
ボ
ン
ド
ー
人
と
動
物
と

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
教
育

に
活
か
す

13
時
30
分

菓
京
Y
W
C

A
カ
フ
マ
ン
ホ
ー
ル

(御
茶

ノ
水
駅
)

榊講
師

加
薩
懸
兀

(
日
本
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
ア
ニ

マ
ル

・
ポ
ン
ド
学
会
々
長
)

3
0
0
0
円

申
込
み

・

問
合
せ

東
京
Y
W
C
A
砂

土
原
セ
ン
タ
ー
曹
03

・
3
2

ρ0
8

・
4
▲4
▲FO
-

こ
と
の
受
講
司

◆
ス
ト
ッ
プ
ノ
遺
伝
子
組

み
換
え
イ
ネ
全
国
集
会

13
時

名
篇
屋
市
中
区
役

所
ホ
ー
ル

(
地

・
栄
駅
)

連
絡

中
部
よ
つ
葉
会
慰
0

5
2

●
9
3
7

.
4
8
1
7

◆
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

と
企
業
力
ル
チ
ャ
ー

公
正

と
効
率

13
時
30
分

日
大
経
済
学

部
本
館
2
F
大
会
議
室

(
J

R
、
水
道
橋
駅
東
口
)

講

師

堀
内
光
子

(
1
0
L

ソ

ェ
ノ
タ
ー
ア
ド

ハ
イ
ザ
ー
)

1
0
0
0
円

連
絡

志

賀
君
03

・
3
4
0
9

・
0
4

4
6

(
銀
行
労
働
研
究
会
)

◆
子
と
も
た
ち
の
権
利
と

お
し
ら
せ

電い 、

oo

◆
セ
ミ
ナ
ー

・
ン
エ
ン
ダ

ー

フ
リ
ー
な
ク
ラ
フ
ト
作
り

19
時
、
10
月
18
日
ま
で
金

曜

・
全
9
回

と
よ
な
か
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

・
す
て

っ
ぷ

講
師

竜
巻

竜
次

(
マ
ン
カ
家
)

間
合

せ

同
所
且
06

・
6
8
4
4

。
Q
U7
・7
00

7
月
6

日
判

 ◆
ビ

ン
ネ
ス
ス
キ
ル
セ
ミ

ナ
ー12

時
30
分
、
15
時

13
日

田
も

女
性
と
仕
事
の
未
来

館

6
日

「
職
場
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー

ン
ヨ
ン
」
安
田
薫
(
モ

ト

ロ
ー
ラ

ユ
ニ
ハ
ー

ソ
テ

ィ

ソ
ヤ
パ
ン
)
、
「組
織
に

生
き
る
女
駐
の
た
め
の
処
世

術
」
深
川
幸
r

(
花
王
㈱
)
、

13
日

「
経
済
紙
の
読
み
力
」
、

「必
ず
ヒ

ッ
ト
商
品
を
生
む

商
品
企
画
術
」
神
田
範
明
(
成

城
大
教
授
)

無
料

在
職

中
の
女
性
50
名

主
催

・
申

し
込
み

同
館
憾
03

・
5
4

4
4

・
4
1
5
1
※
各
講
座

公
教
育
の
中
立
性
～
根
津
公

子
さ
ん
の
懲
戒
処
分
を
考
え

る
18
時

ク
リ

エ
イ
ト
ホ
ー

ル

(J
R

八
壬
r
駅
北
口

4
分
)

話

西
原
博
史
(
騨

大
教
授
)
、根
津
公
子

(
中
学

教

員
)
、董

野

和

樹

(
弁
護

ま
)

主
催

石
川
中
裁
判

を
支
え
る
会

連
絡

君
0

4
2
6

°
4

・
5
6
0

2

6

(
田
中
)

7
月

7
日
則

◆
7

・
7
盧
溝
橋
事
件
記

念
の
集
い

13
時
30
分

横
浜
市
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

(
み
な

と
み
ら
い
2ー
ク
リ
ー
ン
セ

ノ

タ
4
F
)

ヒ
デ
オ

「
ハ
ー

グ
最
終
判
決
-
女
性
国
際
戦

犯
法
廷
」
、溝
演

「
歴
史
認
識

と
ア

ン
ア
の
Ψ
和
」
西
野
瑠

美
子
、
集
会
妨
害
事
件
公
判

の
報
告

5
0
0
円

主
催

日
中
友
好
神
奈
川
県
婦
人

連
絡
会

且
0
4
5

・
2
6
1

・
0
5
2
2

(
火
曜
日
)

◆
集
お
う
ノ
語
ろ
う
ノ
女

た
ち
～
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
を
考
え
る

14
時

柏
市
中
央
公
民
館

(柏
駅
10
分
、
"
04

・
7
1

6
4

・
1
8
1
1
)

講
師

三
井
マ
リ
子

(
と
よ
な
か

男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ノ
タ

ー

・
す
て

っ
ぷ
館
長
)

資

料
代
3
0
0
円

主
催

女

性
市
議
8
人
と
語
ろ
う
'
実

行
委

・
柏
に
も
男
女
共
同
参

画
セ

ン
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
会

◆

『
輝
い
て
、
し
な
や
か

に
～
物
語
男
女
差
別
裁
判
の

40
年
』
出
版
を
祝
う
会

14
時

ホ
テ
ル
エ
ト
モ

ノ

ト

(
飯
田
橋
駅
5
分
)

5

0
0
0
円

連
絡

沖

(
野

村
証
券
男
女

差
別
裁

判
原

告
)
低
&
隙
03

・
3
7
8
5

●
O
l
Q
U
4

ハ
矧
8
日
則

◆
異

議

あ
り
ノ
小

泉

首

相
、
石
原
都
知
事
の
靖
国
神

社
参
拝
-
違
憲
訴
訟
の
勝
利

を
め
ざ
す
集
会

18
時
30
分

又
尿
区
民
セ

ノ
タ

ー

(地

・
春

日

駅

す

く
)

河

村

健

夫

(
弁

護

団
)
、
韓
国

・
大
平
洋
戦
争
犠

牲
者
遺
児
ほ
か

1
0
0
0

円

主
催

平
和
遺
族
会
全

国
連
絡
会
憾
0
4
2

5
7

4

・
9
2
1
0

(
西
川
)

71
矧
9
日
牲

◆
憲
法
セ
ミ
ナ
第
1
回

13
時
30
分

婦

選

会

館

(新

宿

駅

南

口
7
分
)

「
『憲
法
』
と
い

つ
コ
ノ
セ

フ

ト
に
つ
い
て
1
憲
法

っ
て
な

ん
だ
」
奥
平
康
弘

(
東
大
名

誉
教
授
)

2
0
0
0
円
(
全

4
回

・
6
4
0
0
円
)

1

催

市
川
房
枝
記
念
会
容
03

・
3
3
7
0

・
0
2
3
8

7
月

10

日

型

◆
日
常
生
活
と
脊
事
法
制

の
か
か
わ
り

18
時
30
分

東

累
ウ

ィ
メ

ノ
ズ
プ
ラ
ザ

東
門
美
津
r

(参
議
)、
中
小
路
貴
z
」
(
日

赤
病
院
看
護
師
)

5
0
0

円

霊
催

く
ら
し
と
制
度

を
つ
な
く
会

連
絡

椎
野

唇
0
9
0

・
9
3
7
1

・
5

71

月

1卸

日1

金)1

ム
1

タ
エ
吻
り

.

●

 

讐
畿
2
の
潔
響
と

3
月
下
旬
に
満
開
状
態
。

こ
れ
に
追
随
す
る
が
こ
と

く
、
他
の
春
咲
き
の
樹
木

た
ち
の
開
花
が
早
ま
り
ま

し
た
。
時
間
的
に
は
早
く

な
り
ま
し
た
が
、
自
然
の

摂
理
に
従
い
、
花
殻
は
春

終
わ
っ
た
よ
う
で
す
。
梅

雨
は
、
種
の
存
続
の
営
み

を
癒
し
、
樹
木
に
活
力
を

与
え
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
元
気
な
樹
木

の
間
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が

歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま

◆

"自
分
で
つ
か
も
う
4

夫
婦
関
係

・
離
婚
を
め
く
る

法
律
知
識
～
基
本
編

10
時

横
浜
女
性
フ
ォ
ー

ラ

ム

岡
本

充

代

(
弁
護

士
)

1
0
0
0
円

申
込

み

・
問
合
せ

同
所
低
0
4

5

。
8
6
2

・
5
0
5
8

◆

「
マ
ト
リ

ッ
ト
会
議
の

す

べ
て
」
が
わ
か
る
報
告
会

18
時

女
性
と
仕
事
の
未

来
館

政
府
間
会
議
、
専
門

家
会
議
、
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
各
報
告

椋
野
美
智
子

(内
閣
府
参
事
官
)
、鷹
野
義

量
、

(長

寿
社

会
文

化

協

会
)
、

樋
口
愚
子

(
高
齢
社

会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
)
、

川
名
紀
美

(朝
日
新
聞
)

他

無
料

主
催

高
齢
社

会
N
G
O
連
携
協
議
会

◆
女
性

・
子
と
も
に
対
す

る
暴
力
～
シ

エ
ル
タ
ー
か
ら

見
え
る
も
の

(連
続
3
回
)

18
時
30
分

東
京
ウ
ィ
×

ン
ス
フ
ラ
ザ

「
D
V
防
止

法
で
何
が
変
わ

っ
た
の
か
」

福
島
瑞
穂

(参
議
)
、鈴
木

隆
文

(弁
護
七
)

1
5
0

ヨ
へ

　

コ　

O
P

3
匝
4
0
0
0
E

次
回
9
月
6
B
金
、
10
月
4

日
金

申
込
み

・
問
合
せ

女
陞
の
家
H
E
1
.P
n
O3

・

3
3
6
8

・
8
8
5
5

◆
珊
瑚
礁
は
残
っ
た
1
座

間
味
村
の
挑
戦

19
時

た
ん
ぽ
ぽ
禽

(
水

道
橋
駅
5
分
)

講
師

吉

野
源
太
郎

(
日
経
新
聞
論
説

委
員
)

1
0
0
0
円

ー

催

北
限
の

ン
ユ
コ
ノ
を
晃

侍
る
会
慰
&
隙
0
4
5

・
7

7
1

・
3
6
5
8

7
矧

13
日
量

◆
脳
死

・
臓
器
移
植
に
反

対
す
る
市
民
講
座

「何
が
問

題
か
を
め
く

っ
て
」

14
時

文
京
区
民
セ

ノ
タ

ー

(
地

春
日
駅
す
く
)

篠
原
睦
治

(
和
光
大
教
饅
)、

占
賀
典
夫

(
事
務
局
)

連

絡

川
見
面
&
融
03

・
5
6

2
4
.
・
6
0
ρ0
4

独 立 行 政 法 人

国 立 女 性 教 育 会 館(ヌ エ ンク)

〒355-0292埼 玉 県 比 企 郡

嵐 山 町 大 字 菅 谷728番 地

君0493・62・6711(代)

URLhttp〃wwwnwec」P

E-mallwebmaster@nwecjp

出
が
げ
翼
潔

垂

7

月

難

 

灘
▼
紅
型
染
の
魅
力

3
日
㈹
10
時
～
13
時

東

京
Y
W
C
A
砂
土
原
セ
ン
タ

ー

広
瀬
孝
子

(同
セ
ン
タ

ー
紅
型
染
講
師
)

和
紙
の

絵
葉
書
を
作
る

エ
プ
ロ

ン
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
貝
持

参

2
0
0
0
円

申
込
み

・
問
合
せ

同
セ
ン
タ
ー
低

3

°
3
2
6
8

°
4
4
5
1

0
▼

"
ケ
ン
タ
ロ
ウ
流
"
夏

を
の
り
き
る
ア
イ
テ

ィ
ア
ご

は
ん13

時
30
分

ハ
ウ
ス
ク
エ

ア
横
浜

・
住
ま
い
の
情
報
館

(
地

・
中
川
駅
2
分
)

講

師

小
林
ケ
ン
タ
ロ
ウ

(
料

理
家
)

無
料

申
込
み

同
所

憾
0

4
5

・
9
1

2

・

7

4
7
∩δ開

催

中

▼
ア
ン

ソ
エ
美
術
館
展
ー

ロ
コ
コ
絵
画
の
華

7
月
14
日
側
ま
で
10
時
～

18
時

千
葉
市
美
術
館

(
J

R

・
千
葉
東

ロ
ー5
分
)
※
月

曜
休
館

フ
ラ

ン
ス
最
初
期

に
創
設
さ
れ
た
同
館
の

コ
レ

ク

ソ
ヨ
ン
を
本
邦
初
公
開
、

ロ
コ
コ
絵
画
を
中

心
に
ヨ
ー

ロ
ソ
バ
美
術
の
流
れ
を
展
観

一
般
8
0
0
円
、
大
高
生

5
6
0
円
、
中
小
生
2
4
0

円
※
団
体
萄
り

問
合
せ

同
館
低
0
4
3

・
2
2
1

・

∩乙
∩j
1
1

鐘

ソ
ヤ

ノ
ーー
ア

ノ
ト
ワ
r
ヌ

ワ
ト

ー

(待
ち
受
け

b
れ
る
愛
の
蜜

雷
)
ー
7
1
6
年
頃

▼
夏
の
衣
装
と
う
ち
わ
展

9
月
2
日
棚
ま
で
9
時
～

17
時

田
中

本

家
博

物
館

(
長
野
県
須
坂
市
)

悪
7

月
22
日
及
び
火
曜
休
館

絹

や
麻
、
綿
な
ど
の
衣
装
と
乎

描
き
や
絹
張
り
な
ど
の
つ
ち

わ

の

展

示

大

人
6
0
0

円
、
中
高
生
3
0
0
円
、
小

学
生
1
5
0
円

問
合
せ

同
館
曹
0
2
6

・
2
4
8

・

8
0
0
8



（ ４ ）2002 年 ６ 月 ３ ０ 日 （日B 瞿 日 ）女:　t 生　＝･ ユ ー ス(第3種郵便物認可)m  1 3  3  o 号

飲

む
方

が
体
形

ス
マ

ー
ト

骨
量
も
多
く
体
脂
肪
率
も
低
い

牛
乳
を
飲
む
と
太
る
と
い

っ
て

牛
乳
を
避
け
る
傾
向
が

女
子
高
校
生
な
ど
に
多
く
見

ら
れ
る
が
、
牛
乳
摂
取
量
と

体
重
、
体
脂
肪
率
は
特
に
関

係
は
み

ら
れ
な
い

。
牛
乳
を

飲
ん
で
い

る
中
高
生
の
骨
量

は

高
く
、
身
体
ス
ト
レ
ス

も

少
な
い

、
と
い

っ
た
牛
乳
と

健
康
に
つ
い
て
の

調
査
が
発

表
さ
れ
た

。
こ

れ
は
、
女
子

栄
養
大

学
の

上
西
一
弘
助
教

授
ら

、
研

究
ク
ル

ー
プ
が

、

全
国

牛
乳
普
及
協
会
の
支
援

で

、
東
京
、
長
野
、
埼
玉

、

茨

城

の

中

学

生
2
2
0
0

人

、
高
校
生
3
8
0
0

人
を

牛乳摂取状況

高校生中学生

対
象
に
３

年
間
に

わ
た

っ
て

調
査
し
た
も
の

。

こ
の
調
査
で

、
中
高

生
の

食
生
活
は

、
中
学
か
ら
高

校

と
年
が
増
え
る
に
つ
れ

、
朝

食
を
食

べ
な
い

、
フ
ァ

ー
ス

ト
フ
ー
ド
を
利
用

す
る
と
い

っ
た
生
徒

が
増
え

、
ダ
イ
エ

ッ
ト
の
経
験
は
中

学
女
子
で

２

割

、
高
校
女
子
で
は
４

割

に
の
ぽ
っ
て

い
る

。
牛
乳
の

取
り
方
は

、
女
子

が
男
子
に

比

べ
目
立
っ
て
少
な
く

、
地

域
別
で

は
東
京

が
少
な
い

。

肥
満
を
気
に
す
る
せ
い
か

体

形
は
ス
リ
ム
だ

が
、
体
脂
肪

は
多
い
と
い
う

。

㎜
-

｜

｜

㎜ ㎜　　　 四 ｌ
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Ｓｇ
｜
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l皿　　 毆碚篩迴　　 ｌ

年

年

年

年

年

年

1
2
3
1
2
3

年

年

年

年

年

年

1
2
3
1
2
3

子

心
　
　

作

男

５個

小 さヽ じ2

／｣卮

新ジャガイモ

チ リノベウダ ー

ガ ーリックノペウダー

大さじ２

ひとつまみ

適宜

適量=;

バタ ー

塩

パセ リ（ボウル）

揚げ油
チ リパ ウ ダ ー で 、 い つ も の ポ テ ト に コ ク が で ま す

年

年

年

年

年

年

1
2
3
1
2
3

年

年

年

年

年

年

1
2
3
1
2
3

女 子

東京

長野

2｡200-400m1 3.  100-200ml 4.  100ml 未満5 、ほとんど飲まない400ml 以上

女子の摂取量が少なく、東京や首都圏が少ない

ま
た

女
子
の
場
合
1
0人
に

１

人
の

割
り
で

貧
血
が
見
ら

れ
、
高
校
女
子
で

は
貧
血
予

備
軍
を
入

れ
る
と
６

割
に
も

及
ぶ

。
ま
た
骨
折
の
多
い
の

も
驚
く
ほ

ど
で

、
骨
折
経
験

の

有
無
の

質
問
に

、
中
学
男

子
の
2
2
・
９
％

、
同
女
子
の

牛乳摂取と不定愁訴

不定愁訴(/17 項目）
牛 乳摂取量と骨量(ステフネス)

高校生男子

F71

m　 回

､●χ ･ ､● ･

筱 ａ

１ ミ 呂 託

1
7・
５
％

、
高
校
男
子

の
3
1

・
６
％

、
同
女
子

の
2
0・
３

％

が
あ
る
と
言
い

、
こ

の
１

年

間
に
限

っ
て

も
男
子

は
中

高

生
と
も
1
0％

内
外
の

生
徒

が
経
験

あ
り
と

回
答
。
原
因

の
７
割
は

運
動
中

だ
。

朝
起
き
ら
れ

な
い

、
立
ち

２　　 ３　　 ４　　 ５

牛 乳 摂 取 状 況

牛乳摂取状 況り 日平 均）

1.400ml 以上

2. 200ml-400ml

3. 100ml-200ml

5. ほとんど飲まない

８
　

７
　

６
　

５

ステフネス

130

120

0
0
0
0
0

1
1
1
0
9
8
7

５

２　　　 ３　　　 ４

牛乳摂取状況(1日平均)
1. 400ml以上
2. 200ml-400ml
3.1〔X〕ml-200ml
5. ほとんど飲まない

ど
ん
な
料
理
に
も
合
う

白

闘

吊

圃

獗

ジ
ャ

ガ
イ
モ
は

、
栄
養

の

バ
ラ

ン

ス

が

よ

い

の

で

、
昔
か
ら
大
切
な

食
材

と
し
て

重
宝
さ
れ
て

い
ま

す

。
味
に
鉚

が
な
く

、
煮

エ
・
ぢ

″
ず

物

、
揚
げ
物

、
サ
ラ

ダ
、

グ
ラ

タ
ン
な
ど

、
ど
ん
な

料
理
に
も
合
い
ま
す

。
今

回
は

、
ビ
ー
ル
に
よ
く
合

う
「
メ

キ

シ

カ

ン

ポ

テ

ト
」
ノ

キ
シ
コ
料
理
や

、

ア
メ
リ
カ
南

部
料
理
で
お

イ
ス
で

す
が
、
実
は

、
ブ

レ
ン

ド
ス

パ
イ
ス

。
日
本

の

七
味
唐
辛
子
の
よ
う
な

も
の
で

、
辛
く
あ
り
ま
せ

ん
。
タ
コ
ス

、
チ
リ
ビ

ー

ン

ズ
、
ピ
ラ

フ
な
ど
い
ろ

い

ろ
な
料
理
に
使
え
る
の黔･401･･･

で

、
是
非

、
１
本
欲
し
い

ス

パ
イ
ス

。
ガ
ー
リ
ッ
ク

パ
ウ
ダ
ー
は
、
ニ
ン
ニ
ク

を
パ
ウ
ダ
ー
状
に
し
た
も

の
で

、
ニ
ン
ニ
ク
臭
が
手

に
つ

か
ず
調
理
で

き
る
の

で

便
利
で

す
。

牛乳を飲まないと愁訴が増える牛乳摂取量が多い方が明らかに骨量が多い

①
ジ
ャ
ガ
イ
モ

は

、
丸

ご
と
ゆ
で

、
熱
い
う
ち
に

皮
を
む
き
冷
ま
す
。

②
冷
め
た
ら

、
幅
２

セ

ン
チ
の

く
し
型
に
切
り

、

１
７
０
で

の

油

で

揚

げ

る
。③
フ
ラ

イ
パ
ン
に
バ
タ

ー
を
熱
し
、
揚

げ
た
ジ

ャ

ガ
イ
モ

を
入
れ
て
ソ

テ

ー

し

、
チ

リ
パ
ウ
ダ
ー

、
ガ

ー
リ

ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
を
加

え

、
錮
を
ゆ
す
り
な
が
ら

か
ら
め
る
。

④
キ

″
チ
ン

ペ
ー
パ

ー

に

取
っ
て

油
を
切
り

、
器

に

盛
り

、
塩
と
パ
セ
リ
を

ふ

る
。
好
み
で

パ
ル

ミ
ジ

ャ
ー
ノ

ー
レ

ジ
ャ
ー
ノ

を

か

け

る

と

、
風

味

が

増

す
。

晋

冶

七

苫

ダ

ノ

兪

朧

朧

繋

‥
　

（

貫

禀

．
・
了

け

を

使

し

ま

す
　

唐

辛

子

の
　
　

Ｉ
‥
｛

Ｊ・‥‥‥・・・・・・・・
・
・・
　
　
　

敍

励
※
‥‥‥‥．．．．
　
　
　

ン

家

庭

科

学

研

究

所

／

恥

粉
と
間
違
え
や
す
い
ス
パ
　
　
【
作
り
方
】

理
指
導
・
園
田
匕

囗
子
）

く
ら
み

が
す
る

、
体

が
だ
る

い

、
眼

が
疲
れ
る

、
イ
ラ
イ

ラ

す
る

、
肩
が
凝
る

、
キ
レ

ル

と
い

っ
た
ス
ト
レ
ス

を
1
7

項
目
あ

げ
有
無

を
答
え
て

も

ら
っ
た
と
こ
ろ

、
平
均
６

、

７

項
目
に
丸
を
つ
け

、
現
在

の
中
高
校
生
た
ち

が
ス
ト
レ

ス

を
い

っ
ぱ
い
抱
え
て
い
る

こ
と
を
裏
付
け
た

。
朝
起
き

ら
れ
な
い
は
中
学
女
子
の
5
9

・
５
％

、
立
ち
く
ら
み
は

高

校
女
子
の
6
0・
３
％

、
体
が

だ
る
い
は
高
校
男
子
の
6
5
・

３
、
女
子
の
6
6・
７
％

、
眼

が
疲
れ
る
は
高
校
女
子
の
6
1

％

が
症
状
を
訴
え
て
い
る

。

牛

乳

摂

取

と

の

関

係

で

は
、
牛
乳
摂
取
量
の
多
い
ほ

う
が
体
脂
肪
が
低
く
（

カ
ル

シ
ウ
ム
の
摂
取

が
脂
肪

を
減

ら
す
と
言
う
）
ス
マ

ー
ト

。

牛
乳
を
多
く
飲
ん
で
い
る
ほ

う
が
骨
量
が
多
く

、
ス

ポ
ー

ツ

を
し
て
い
る
生
徒
は

さ
ら

に
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た

。

ス

ト
レ

ス

と

の

関

係
で

は
、
牛
乳
を
飲
ん
で
い

る
生

徒

は

、
は

っ

き
り

と

少

な

く
、
平
均
値
を
と
る
と

毎
日

飲
ん
で

い
る
生
徒
と

殆
ど
飲

ま
な
い
生
徒
で
は
Ｉ
項

目
く

ら
い
の
差
に
な
る

。
例

え
ば

「
キ
レ
ル

こ
と

が
あ
る

」
と

い
う
項
目
で
見
る
と

、
た

く

さ
ん
飲
ん
で
い
る
生
徒
と
ほ

と
ん
ど
飲
ま
な
い
生
徒
は
４

倍
も
の
差
に
な
る

。

上
西
助
教
授
は

「
短
絡
的

に
牛
乳
の
特
定
成
分

が
肩

凝

り
や
イ
ラ

イ
ラ

を
抑
え
る
と

い
う
よ
り

、
牛
乳

を
摂
取

す

る
食
生
活
自
体

が
ス
ト
レ
ス

を
減
ら
し
て
い
る
の
で

は
な

い
か
」
と
い
う

。

平和と安らぎを祈り

癒しの音楽を奏でる
『星よ降れ震える世界よ』上演

ヒ

ロ

シ

マ

、
原

爆

に

こ

だ

わ
り

、

毎

夏

、
ド
ラ

マ

を
発

表
し

て

い

る

劇

作

家

・

村
井

志

摩

子

さ

ん

の

「
広

島

の

女

上

演

委

員

会

」

は

、

今

年

は

、

愛

と

平

和

へ

の

夢

を

託

し

た

劇

『
星

よ

降

れ

震

え

る

世

界

よ

』

を

上

演

す

る

（

７

月
1
7

日

（

水

）

～
2
0

日

（
土

）
、
新

宿

・
ス

ペ

ー
ス

ゼ

ロ

）
。

こ

の

ド
ラ

マ

の

発

想

は

昨

年
９

月

Ｈ

日

の

同

時

多

発

テ

口
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

被
害

に

あ
っ
た
人
の
中
に

、
広
島

の

被
爆
者
の

子
ど
も
が
い
た

と
い

う
記
事
を
読
ん
だ
こ
と

に

始
ま
る
。
中
学
１

年
で

原

爆
に

あ
っ
た
父
は
、
子
を
失

っ
た

こ

と

に

悲

し

み

な

が

ら
、
報
復
は
憎
し
み

を
増
幅

さ
せ

る
だ
け
、
テ

ロ
根
絶
に

な
ら

な
い
と
い
う
。
被
爆
の

悲
し
み

、
原
爆
投
下

を
正
当

化
す
る
ア

メ
リ
カ
、
思
い
は

複
雑
だ
が
、
暴
力
は
暴
力
で

「
広
島
の
女
上
演
委
員
会
」
今
夏
の
劇

出 演 者 と ド ラ マづ く り を 晤 り あ う 左 か ら 村 井 志 摩 子 、 神 田

知 美 、 眞 帆 志 ぶき 、 大 輝 ゆ う 、 高 城 美 憚 さ ん

解
決
で
き

な
い
・
…

ド
ラ
マ
で

は
４

人
の
女
性

が
登
場
し

、
東
京
大
空
襲
、

ヒ
ロ
シ
マ

、
ナ

ガ
サ

キ
、
二

ユ

ー
ヨ

ー
ク
の
テ

ロ
な
ど
、

そ

れ

ぞ

れ

”
震

え

る

あ

の

听

を
語
る

。

最

後
は
世

界
を
駆
け
め
ぐ

る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

と
ア

ジ
ア
の
こ

ど
も
た

ち
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の

合
奏
だ
。
平
和

と
安
ら

ぎ
を
祈
ひ

、
癒
し

の

音

楽
を
奏
で

る
・
…

ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス

ト
と
し

て

登
場
す
る
の
は

世
界
的
ヴ

ア
イ

オ
リ

ニ

ス
ト

の

小

林

武

史

で

、

特

別

出

演

す

る

。

小

林

さ

ん
は

、

ア

ジ

ア
で

演

奏

を

す

る

た

び

現

地
で

子

ど

も

に

ヴ

ァ
イ

オ

リ
ン

を

教

え

、

合

奏

す

る

活

動

を

し

て

お

り

、

小

林

さ

ん

自

身

の

「
平

和

の

夢

」

の

再

現

で

も

あ

る

。

団

伊

玖

麿

が

彼

の

た

め

に

お

く

っ

た

「
フ

ァ

ン

タ

ジ

ア

」

も

演

奏

す

る

。

村
井

志

摩

子

さ

ん

は

、

有

事

法

制

が

叫

ば

れ

、

政

府

首

脳
５

が
平

然
と

非

核
３

原

則

の

見

直
し

な

ど

を

口

に

す

る

世

相
に

「
い

ま

、

怒

り
で

震

え

て

い

る

」
と

い

う

。

し

か

し

、

「

戦

中

派
の

自

分

た

ち

の

世
代

が

戦

争

責

任

を

あ

い

ま

い

に

し

て

き

た

か

ら
こ

う

し

た

状

況

を

招
い

た
の

で

は

な

い

か

と

思

う

。
い

ま

、

と

に

か

く

平

和

を

叫

び

た

い

」

と

、
願

い

と

夢

を

ド
ラ

マ

に

託
し

た

と
い

う

。

出

演
は

、
元

宝

塚

の
ス

タ

ー

た

ち

、

眞

帆

志

ぶ

き

、

高

城

美

輝

、

神
田

知

美

、

大

輝

ゆ

う

。

入

場

料
4
0
0
0

円

。

申

し

込

み

、

時

間

等
の

問
い

合

わ

せ
・
・
・
「

広

島
の

女

上

演

委

員

会

」

雪
0
3
・
３

２

３

２

・

１
（
χ
）
叭
χ
ｊ

恵

只
ウ

″
メ
ン
ス

プ
ラ

ザ

（

金

子

良

江

所

長
）
が

行

う
、
「
男
女
平
等
参
画
リ

ー

ダ
ー
講
座
」
の
参
加
企

業
・

団
体
を
募
集
し
て
い
る

。

▽

「
女
性
管
理
職
の

現
状

と
未
来
」（
企
業
の
人

事
担
当

・
管
理
者
向
け
）

７

月
Ｈ
日

困

、
1
2日
圉

、

1
5日

㈲
の
午
前

・
午
後

、
東

京
ウ

ィ
メ
ン

ズ
プ
ラ

ザ
で

。

意
欲
と

能
力
の
あ
る
女
性
を

育
成
し

、
管
理
職
に

登
用
す

▽

「
出

前
講
座
」（
ポ

デ
ィ

テ

ィ
ブ

ー
ア

ク
シ
ョ
ン
に
取

り

組
む
中

小
企
業
向
け
）

企

業
・
団

体

に

向

け

て

男
女
平
等
参
画
２
つ
の
講
座

る
な
ど
の
ポ
デ
ィ
テ

ィ
ブ

ー

ア

ク
シ
ョ
ン

の
進
め
方
を
学

ぶ
。
受
講
料
2
0
0
0

円

。

女

性
の

積
極
的
人
材
活
用

を
目

指
し

、
「
経
営
戦
略
と

し
て
の
人

材
育
成
」「
職
場
の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン
マ

イ

ン

ド

実

践

」

な

ど

、
２

時

間

、
３

時

間

、
１

日

の

各
コ

ー

ス

。

来

年
３

月

ま

で

実

施

。

講
師

派

遣

費
用

を

東

京

都

が

負
担

、

資

料

代

を

団

体

が

負

担

。

詳

細
は

、

同

プ
ラ

ザ

事

業

係
｛
J
0
3・
５

４

６

７

・
Ｉ

Ｑ
｝

８

０

（

陣

内

）

／

゜楽しんで、学ぼう
東京ガス･キッスプロジェクト開催

東
京

ガ
ス
㈱
は

、
７

、
８

月
の
夏
休
み
期

間
中

、
同

社

３

つ
の
企
業
館
で

、
「
夏

休

み

キ

″
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
催
す
る

。
楽
し
み

な
が

ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
環

境
に
つ

い
て

学
ぽ
う
と
い

う
イ

ベ
ン

ト
。
入
場
は
す

べ
て
無

料
。

◆

環

境

エ

ネ

ル

ギ

ー

館

（
７

月
2
0

日

～

８

月

４

日

）

「

ワ

ン

ダ

ー

シ

″

プ

☆

宝

島

」

を

開

催

。

館

内

を

宝

島

に

な

ぞ

ら

え

、

コ

ン

サ

ー

ト

や

ゲ

ー

ム

、

探

険

ラ

リ

ー

な

ど

。

（

横

浜

市

鶴

見

区

）

◆

ガ

ス

の

科

学

館

（

７

月

3
1日

～

８

月

３

日

）

屋

外

プ

ー

ル

、

東

京

ベ

イ

サ

イ

ド

ク

ル

ー

ズ

、

ク

イ

ズ

や

ガ

ス

を

使

っ

た

実

験

コ

ー

ナ

ー

も

。

小

学

生

と

保

護

者

が

対

象

で

、

申

し

込

み

は

、

官

製

は

が

き

か

Ｈ

Ｐ

で

７

月

2
2日

必

着

〇
w
w
w
.

ｇ
ａ
ｓ
―

ｋ
ａ
ｇ
ａ
ｋ
ｕ
ｋ
ａ
ｎ
.
 ｃ
ｏ
ｍ

／
（

江

東

区

豊

洲

、

送

迎

バ

ス

あ

り

）◆

ガ

ス

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

（
８

月

２

日

～

４

日

）

ガ

ス

灯

撮

影

会

、

３

夜

連

続

ラ

イ

ブ

コ

ン

サ

ー

ト

、

科

学

や

環

境

を

テ

ー

マ

に

し

た

キ

三

入
ア

ド

ベ

ン

チ

ャ

ー

な

ど

。

（

小

平

市

大

沼

町

）

問

い

合

わ

せ

泌

。
0
3
・

５

４

０

０

・
3
8
8
6

東

京

ガ

ス

・

広

報

部

。

エ

イ
ボ
ン

女
性
文
化
セ
ン

タ
ー
で

は
、
こ
の
ほ

ど
、
女

性
の

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

ク
ル

ー

プ
を
対
象
に
助
成
金
を
贈
る

「
エ

イ
ボ
ン
　

グ
ル

ー
プ
サ

ポ
ー
ト

」
の
2
0
0
2

年
の

助
成
グ
ル

ー
プ
1
5団
体
を
決

定
。
1
9日
、
代
表
者
に
贈
呈

し
た
（

総
額
５
０
０
万

円
）
。

同

サ
ポ
ー
ト

は
、
女
性
を

応
援
す
る
活
動
の

一
環
と
し

て
8
3
年
に
創
設
、
今
年
で
2
0

回
目
。
今
年
の
応
募
総
数
は

９
乙
４
Ｑ
¨゙団
体
Ｏ

最
も
多
い
ジ

ャ
ン
ル

は

2002年の

助成グル

ープ決定

エ

イ

ボ

ン

「
子
ど
も
」
関

連
で

全
体
の
2
9

パ
ー
セ
ン
ト

。
次
い
で

、「
障

害

者
≒

高

齢

者

」「

女

性

問

題

」「

環
境

≒

国

際

交

流

」
。
一

方

、
パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

や

動

物

保

護

を

目

的

を

す

る

ク
ル

ー

プ
も

増

え

て

い

る

。「
子

ど

も

」
関

連

で

は

、
週

末

の
子

ど

も

の

余

暇

時

間
の

対

応

を

目

的

と

す

る

ク

ル

ー

プ
の

応

募

が

増

加

。
ま

た

、
引

き
こ

も
り

や

不

登

校

な

ど
の

ケ
ア

を

行

う

ク

ル

ー

プ

も

あ

り

、
さ

ま

ざ

ま

な

支

援

を

考

え

る

ク
ル

ー

プ

が
増

え

て

い

る

。

シ

ェ

ル

タ

ー

・

女

た

ち

の

危

機

か
な

が
わ
・
女
の
ス

ペ

ー
ス

ぶ

ず
う

編

民

間
シ
ェ
ル

タ
ー
の
先
駆

的
存
在
で

あ
る
「
み

ず
ら
」

（

神
奈
川

県
）
が
、
活
動
1
0

年

を
記

念
し
て

、
歩
み

を
ま

と
め
た
も
の

。
相
談
室
と
し

て

始
め
た

が
、
暴
力
の
被
害

者

が
飛

び
込

ん
で

く
る
、
売

春
を

強
要

さ
れ
て
い

る
タ
イ

女
性

を
預
か
ら

ざ
る
を
得
な

く
な
る

。
否

応
な
し

に
マ
ン

シ
ョ
ン
の
一

室
を
借
り
て

の

シ

ェ
ル

タ
ー
の

発
足
。

み

ず
ら
ス

タ
ッ
フ

が
自
分

た
ち
で
書
い
た

、
多
く
の

具

体
的
な
例

が
入

っ
て

お
り

文

章
も
読
み
や

す
く

、
女
性
た

ち
の
置
か
れ
て
い

る
現
状
が

ズ
シ
ン
と
胸
に
応

え
る
。
Ｄ

Ｖ

問
題
に
関

心
が
あ
る
人
、

こ
れ
か
ら

、
シ
ェ
ル

タ
ー
の

活
動

な
ど

を
し
た
い

人
に

は

参
考
に
な
る
こ
と

が
至
る
所

に
詰
ま

っ
て
い

る
。
横
浜
市

の
職

員
が
書
い
た

現
行
の

女

性
福

祉
の

問
題
点
と
自
治
体

行

政
の
課
題

も
具
体
的
で

役

に
立
つ

。
（
枝
）（
明

石
書
店

１
Ｑ
‥）Ｏ

Ｏ
円
）


